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主零用詩集

用 会ロ五ロ a各号 単 イ主 備 考

総，充I~ト万民、量(含無 P t-~ イギ19 . ( ~ 100 又は AW-+R 

機、7j¥;、タト) g.イ困イ本一1

終光』令成、能(含うき、 p 9 .t-1・9-1 R~R+r 

機、万旬、ゆ)

総f光』ふ成、量(除無 PG gCH20・t-1.イ同イネ寸 PトけR
機、点、今 又は 9・4函体-1

総 jと合成、量 PN gCH20・cl.樋体一l 色条作下1:.おIt3み

が'TのC02取込み

量

乾物全 W g. 1国イ本一1

乾物生産量 AW 9 .t斗・ 4図4本一l P-R 
t 

相対生長年' RGR g.t-I.g-I Awjw 

呼 01ヌ量 R msCH20~:・.c1 ・ 4歯応1又 R9十 Rm 又 t~Rp 
予告 1 

はm9CH2U・個体由 十Rs

呼吸能 r m9CH20そt-
1・94 月十日n又I~rp 十rs

生長呼吸量 Rg msCH201¥
・t-1 ・ィ困f本

f

え

|立m9CH2♂-イ町本ご
1

生長呼吸紘 rg m9CH20~1・9-1

維持呼吸量 Rm m9CH2♂・t圃1 ・ィ自{~1x..
!机9CH2δ.イ図イネ
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用 さロえロ 田各号 単 イ立 偽 考

維持ロ乎ロ及能 rm 
普島 1 

m9CH20・f・9
寸

初期あ合万丈産物 Rp msCH20火・・ t-1 ・ 4回~-1又は 同 4tA~2B百事之‘ぬ

ロナロ及量 msC卜120・偶イキご1 也会万九異物主基

初期?と令成産物 rp msCH2O'&.γ1・8-1 質とする呼吸
Bヂロ及能

初期払令成、産物 R(p) mgCH23・t-1・個体主は Rpの11支の量

呼吸基質量 mgCト120・備体-1

貯蔵、物噴咋ロ広量 Rs 来 1個体司1msCH20 ・ t- I• 又協 同イじ後2BEl以降

mgCH20・{国イ本ー1 iユ貯怠されと払令n:.

貯蔵、物噴日子ロ及紘 rs md，ごH209k-・γ1・9-1 産物を茎質ヒす3呼吸

貯恵、ヰ勿貿口千ロ及基 R(s) m9CH2よt-1 ・倒1ï$.~kはRsの基1貨の童

管室 mSCH20・楓体一1

生長初三手 GE % .d..W/td.W+R)xl00 = 

.d..W/ P x 100 

生~ n手B及割合 k(K1 R9/P (R9/PG) 

生長ロ乎 n及係数 ke R=ke.PG+rm.W左

議足する係数

Proc:luct ion VQIU e PV 単位れ日ーλ量よリ生ボ

する乾物釜の害'1会，

ムW/PG

初期主令~異物呼吸割合 Rpjp 



用 会ロ五ロ 国各号 単 1lt 備 考

14C 所存制令 メ 14C同化量l二対するマの

後植物体内に信存し

ji14C量の割合

14C札(茎莱)介乱事11令 メ 14C同-it.量に対する￥

のf灸札(峯莱}民公誼

されt~14C量の執令|

時間 t hr ，doy 

菜面積 LA cm2 

-来・一部乾物金表示内場合守ずある。
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1 .緒論

書1等楠物は太陽エネルベーによヲマニ首交イじ

炭素ヒオえれら有機物忘生産し p 酸素左放出す

る尤イト成作用主汀フマレる。一方 y 自愛表玄取

。込7t，ニ酸イじ炭素志放点する呼吸作用によ

り丸ふ成産物の一部きか解し y 各手宣の化学エ

ネルぞーを生ホ、し y これ左利用し 11 養分ロ及

収 y 植物体主構点する有機化令物のらぬ、ぢよ

ぴ植物体の生理検能の維持主行 7 1 いる。こ

の乞味 P ぅ植物の乾物生産(ムw) 1ま尤令点目、(p) 

ζ 呼吸(R )の差し引き(ムw=P -R)ず表わされ

る。レ昔、し y 植物は呼吸によ qエネ}レぞーを

生成し， これ l二よれ槌物体の梓成物質主会

成したり，植物体の維持走行づ寸いるの寸.、め

るわら， u争吸五単純に乾物生ゑに対する負の

乎固と芳えるこヒはできない。ニの丸味寸噛F

(1)AW，P，Rの三者聞にーたの関係が存在する

わピ 7~\ ま十三(2)初知た令ボ庄物ょう純物体

主生成するのに手寸る01一吸童わ、よじ?桔吻イ本の

維持に必乎な呼吸萱はいくらわ主知る必雪こが

める o

Tanalくa et a I 45) はdWJ P J Rω 関係左解



析する kめに p 生長女bネ (GE=ムW/(b.W+R J) 

なる概念を提案し 3 箱の熱帯品種Petaについ

l )生長効ネ i立移植矧ょう幼紘れ成期までは

約 60.%'であり p その後，宝来肥料を今萱に与

えマ群落の相 ~1患蔽程度主高めると生~効率

|まイ色下するヒ報告した。 また y 開花期の車乞物

重はほ iて類似 γ、めるが草犬;の遣う品種の生育

後期における生長効キーはHungず32χ，Centu ry 
Pat n a 231 ず 47.%，Chianung 242 マ..40 yo ， 
台中(在来) 1号ア53%γ、あ~ ，これらの生

長効キの達 L、l主草丈わ、よy;.、相互遮絞殺反の遣

い寸前言弘明できることを報告したー

トウモ U コシの生長効キ51)は生育初期ょう

抽糸期まずは， 60 --...65 %γ わに総ぃマ約30

日間ゆるでれにイ色下し， マの後， 急r速にイ色下

する。大豆の生長対卒52}は末長生五期間中，

約60yoに維持され p 登考会期ず30--40%に低下

する。 -17p 熱帯絡にがし、寸，ロ手 B及i主総、光』令

瓜;量(ムwxo‘9+u千ロ及室) の会ヲ40%左占め， こ
の伎は品示室・栽、桔玄皮および生育 B寺期にわわ

わらず一文プあるヒいう幸良告もある 6) ー

生長効キヒ類似の枇念プy 群=フ与条イキ下 7、の

2 



C02 の収支の浪11文値より長めk絡先』令成、志向)

に対する純丸令成、受(PN )の比寸叫ある PN/PG

比は水稲 γは末義生長旺盛期に L、い寸 J 55-'" 

77 % 39)， 69，-.....， 71 X 42) .，"あ?，冬 Jj、麦40)ずは葉

面積指数ぶ最大値を示す 4月下旬れら 5月上

旬の期間におい寸 y 約 73X 寸"あう y 大麦41 -1'‘ 

l主生育初期にわ、い寸 55ヘノ67~， ~民穂、期以降13

~56 % ，"あり y 大豆28)ずはテ契肥大関女合前に

がい 753~59%，子実肥大開女合後においマ 34

--46 %γ ぁ~ ，馬鈴薯37J寸前は塊茎肥大期にら、
5) 

い寸 80，-.....，85 %イ‘あり?甜系 γ は塊根月巴大中

イ76メイあるニヒド幸良もされマいる。 このイ也J

トうモロコシの幼植物ず67---78χ幻0)，60-70yo 

吃1)3 小麦 γ52x (米義生長期)向17jF53%(点

ネ走、期 )9}3 甘議イ70---80 % (会期間)4933 アルフ

アルファ寸前30-32/0、171 シロフローパイ57-

62 メ~，22) サブアレーニアンクローノ〈イ34-40
b .， r-，.... r-'"' 0 / ~糸， 3)

%s7，綿寸日 --58パ ? ライプラスマー55%*M:
1 ム ψ0/23) 

50 % ， 大麦マ 51A ?など、の佐〆幸良告され

寸いる。

・米・グロスキャ r ネ y トもしく l手 フ?イ トト

口ン!こマ生肴

3 



しわし 3 生長効率'で PN/ PG ~じは， れなり五

矧に変る生青知問中 9 尤令万弘、ヒ呼吸の収支乏

示すもの吋める， マれゆえ，Jうる特定の時相

に向仏し k 向化反物 u"収穫期までに呼吸いよ

りう員賞されてピの経度ネ毒物体内に止り，最終

的な乾物生産に貢献するわを禍ぐるために叫

4C 定問 い T調査する長芋がめるーマ乙 γ‘J4C02

向必量 k 対する同化後時間，(J"経逝し t 後に積

物林内に伐 J与する 14C萱のやj令(14Cチヌイ子写'1令}

0¥調査され可いゐ，しidn
19 ) 

and Ta n~ ka ，..JI t主，

定ギヲ各会件下 fp 熱帯箱(品後 Pet~ } の衿植後
14 

40 a g， 絡手矧 F をし誌類に CO2乏同イじすると，

収綾知の14C減存誓'1会 l"d.与れ号、.れ 65，50， 40 yo 
14 

寸"あり P 生育とともに C1.メ存害'1令市ミイ色下し p

このイ色下i主生育後期に (t相互返蔽に辛う無事友な

B乎日j丈sJ増加寸るためであると tdCぺ"1 .，..る e

H u m a n d C r i 5 W e I 1 14) ~立大豆若手蒸につい( ， 栄
14 

養生長期， -3一夫肥大判 lこ CU2五Fn¥..fじざi!:~ t， 
収待相の14C'/支存者11会 i正号Lh1れ30--40χ ， 65 

%イあフ Tニと報告し T いる。 吟のイ也 F14CFお存

やi令、 i主夫麦12)1羽田(出穂、相同イし) で約40Yo， Jト素子

〔点穂苅向イし， ぞト品種こみ} ず64~75%yJL一

4 



ヒ'ン29)の閉花女含め 3 子実月色大期間イGe:守れイ

h 20 ""'-30 %，約70010 ， トマト (果夫 R巴大相)マ・

68 /0 7) (問イ~，q灸 18 時間) ，来勺70ス (同イじ後15目白}56) 

イあフ T乙ヒ言う幸及告 3ぐわる g

14 
菜伎により C夜、存制令 l主要な~ ，忠4ヰ丸朗の

小麦 30)寸"は， 止葉および~ 2葉に問イじした場
宅}

令， 巧れザ‘れ 76， 44 X イあ vJ ， まも札拐の大夫

寸"は止菜，菊 3葉， 第 5菜 iニ向イじした喝令，

21 B El ，"守れマ、れ 35J 55， 20ス経友ずあョ Tこ

。
、
7一=ロヒ

植物は呼吸基質主消貧し寸 L ネ 1L..ぞー乏生

成、し y このエネ lレベ、ーによう植物体三本主成す

るそトオ乏の有機質成、分左令成する lJ~， どのよ j

な君主管主用い"1， どのような成介主合成する

がによ~ ， Il手口及の効キ lよ変イじすると考えられ

る。 Mon 5 i
25
)は，植物の初期生長期に手ずける貯

蔵、物質主う育費し寸新しく的瓜される器官の童

ヒフこの器官の形成、に当 T られ七貯蔵、物質の

う角費量ヒの比乏転苛?キ L ロ乎ん花。専云苛32子iよイ

ネのネ童手ゃジャずイモの塊茎のような炭水化

物なく貯蔵、物質の主体 γ‘ある場合¥には0.5~0.69jp

ヒマワリャヒマのように臨時 l乙富も、後手 γ は

5 



55 )‘)  48J 
約O.B 寸・める。 回中ら は幼施物が時間 T・綾

子中の貯鼠、物質主料開し寸 EEわ!こ生長し 1 い

る場合に l~ ， 生五効寺とはほぼーえのイ直定示し，

キ色では約60%? トウモロコシでは約70o，，{， ，大

豆マ、約70%イあるヒ報告し-z ~‘る 01Z6y ニ

れらの効字以15~350Cの温友範白ては，ほと

‘ 9，50) 
んじ、‘行の影響三女 It写いとし、 7

一方，貯蔵器官 T、ある予実，鬼茎，塊根な

ど、が肥大するに当ヲ寸 p 乙れらの貯蔵器官の

生予知]者主主測えする乙 t 1二ょう p 植物体の裁

反物質が、合ぶされる樗の呼吸の効キボ推定で

きるはずイある。乙のた味ずの貯蔵器官の生

与え効キー52)'1 j:. i長71<.イL物を主体とするイネ・トウ

モロコシ γ 約70%? 蚤色賞.tt己防主主体とす

る大豆で、45メーて、あ 7 t:乙 φ ま T乙? トマトの呆夫

?59~80%(25℃)57!? 綿の実イ64~ 69 Yom， 65メお:
菜定の果実寸，.61 %15)イあフ Tュヒレ 79

?と令かし初期産物であるグルコー λ洋企量手う

会長七れる各殺h¥分量左転換効字と命Jcrする

と 7 蛋白質， s音防，炭水イじ物の転換効率 i手各

経作物の収穫都住 lこら、ける万九、今合有苧 ιぺの

生手刻字芸 5~1 えする与と l二ょう試算するニヒ

6 



守ぐ可能イめつ， yrれらの効率 lよ守 1れ千Itt0.3B ， 
50) 

0.31 ，0.84と言九算されマレる 。一方， Pen n ins de 

331 V t i e s e t - a I ov'-' • ，ま単位1")レコース量。、ら生

主されるみ穫成分量~ Product i 0 n Value (Pv) 

ヒん付 11J 代、謝経路に関する生イι学的矢口更』に

基づい い寸， 2 --3の仮定乏設 11， 乙のイ直左前

iした@ 乙のPV債は去包質 γ、i主室奈涛 v，'、NH4-

N のとき 0.62，N03- Nのとき 0.40，路防では0.33，
炭水仏物ては0.83であフ T乙@ この各成分のPv

値左前い寸， S i n c I d i r e t ell 38) I立19の鬼令

減産物わら犬麦 p イネ 7・は0.753，菜豆類では

0.64'"'-" 0β乃y大豆 τ・は0，509，ナタネ， コ、、マず 1d-0.42

~0.439 ウぐ生産されると述べ寸レる。

さ寸 p 植物の呼吸 l事制樋物体左構成する省

検イじ合、物の会トボの kめにヲ三宅な呼吸(生 ~uf

吸)と(b )植物体の生疫機、能の維持の k めに 1t

零マヰ吸 L維持呼吸)に分 (1 1考えること Oぐ

~未るー前言己のゴとく，生長呼吸と生長室の

関係にフい 1 t手可戒の所変与が行われ寸未たの

寸閉めるが，維持斤吸につい寸 l主巧の測定ボ鼠

実盆な k めにふ守九イヲリド少トヲす乙 o

-...-れま γlユ幸良告されたネ:ft=tき呼 b及内定IJたう去乏

7 



言乙すヒ下言己のゴ、ヒく γ める。

( 1 )九条件主変え寸光会泳、能主変イじさ~， 九

令成有色(乾物増加鋭) t n1ιq及能"E- 5~'j えし p 両

者の関係左アト才香L. (， 色合万可能がゼロのとえ

ム 20)
の口千ロ及主会盆特 B手口及とみなすクフ去 (両着の回仲

直線のイv更さ乏生長呼吸係数と B季、J;')0 aうるし、 lろ

夫?祭に乾物増加苛立が、みド 't上ぜロヒ守ヲ t ヒ

きの呼吸を維持呼吸ヒみなす方去53io

(2)一定期間時ヌ呂志玄行ないヲ椅物体の生哀

が停止した時点，の呼吸を維持呼吸ヒユナ B す17
去21，53)

(3 )叫C02左fti¥イじき tt，寸の直後レらの 14C02放

出五経時的にう剥文する t， 同イじ後24時間以内

は匙速に放出速友ボイち下し p 守の後一文の放

虫速度左 Aネマニと寺、ら， 24 ij寺閉までの14CO2放

出t左生長呼吸，弓の後の14C02放出乏維持呼吸

によるとみなす方去'lJ，おj.

(4)蛋台質のターンオーノぐーヒ細胞内のイオ

ン京友左イ未フ k めに必零なエネ iレギー童三生

イじ学的矢口見」に基っ、、い寸十't.えするコヤ去32)。

このイ也，拾芽三開均台し寸いない経矛で生

長しマいない器官の呼吸7 あるいは生長ポ終

8 



わ?と器官三施物体 q、らも刀下寺、し y 弓の岩立ちの

ロ乎ロ~ (めるし、 l主李包物減少 i丞友 J をう剣定し寸ゑit

32) 
持呼吸を推定する方去パらにヮ植物体の構

成前か Zチト析し?転換努力弓とあるし、は Pvイ直よリ

生長サロ及室主主とめヲ号l{¥以外の u1'ロ及左維持寸

ロ及と Jtなす方ぅ去なども希えられる。

さ寸?植物¥&.弘会以を行いつフコ呼吸しマ

いるの寸帆あるわら?ロテ u及の基質とし? I主(d)光』

合、成によフマ生産された初期あモトポ産物と p

( b)初期忠信トぶ産物ボー厚セ定レ Tこ体構成物質

すなわち貯蔵物質ヒなァ Tニものヒポ考えられ

る 9 巧こイフ ニれらを竹れ千1r¥“初期九モト丸、

産物呼吸"(Rp)ヒ μ貯蔵物質昨 P及"(Rs)ヒ呼.J;・こ

ヒ lこしょ 7 

乙の様 i乙日手ロ及左 2介レてぢし、 τy上言乙の 7員lj

史ぅ長ょう京め r~ 急盆持昨日及ヒ対たさせ -i~ ぇ τ

切る之， (1)，(2)，(3)による維持 B千吸の推定にがい

寸はヲいずれも“初期光』令成主物呼吸 "aY生

長呼ロ及"乙f貯蔵物質呼吸"が“維持呼吸"
に対んするニヒ五前ヰ走にしマいると見J るニと

がぬ未る。すなわち y 一文知問時処理する GV

あ合成量五変イじさせるニ ιl二よ 1)貯蔵物質左

9 



基質ヒする呼 P及CRs)主3真。えし 乙れを維持呼吸

CRm)ヒみなし， 子支う CR-Rm) 五生 T主将ロ及(R~) とか写

し 1 レるわけ γ、ある。l.， r~ 者ぐフ 寸 j (1)良守誌、ヰ均

質主基演とする呼吸tRs)と維持呼 P及tRm).~，'一致す

るドどう 0¥ ま t:，(2)ニれが美子奪，に一致し写

いヒすれば¥貯蔵物質昨吸は環境:ふ什によヲ

寸どのように灸イじする奇》を矢口るこ k によフマ2

生長ヒ生長t1ιq及・維持日子吸の量的関係主日月1)"'l二

出来るヒ~える。

本淵克 i喜以上の点，~解析し p 乾吻生産 ιP手

口及の関イ季五さらに明ぷをにする k め i乙行なフ t

もの寸いある。

10 



立. 曳験材料および実殿方去

実I，!食材料

決験材料ヒし寸は水箱(♀五~ ~ðtivð) 左使取

しな。秩言式品維 l志水田 i二日い( 1主1975!平にユ

ー η ぅ(B免生?短粋)， 1976与に L ーカラ 3 坊
主 6号 L中生，表枠)，197.7与にイシ刀 lJ t早

生，短稗)，栄九(中生， 中梓) 寸"あ~， ~耕，

土対におい寸 lヰイツカ，)ずあフ t。北海進 i乙

おける俊5LJロ稚決定年〉えは坊主 6号 y 栄党，

ユ一方う p イ V 刀 'Jの >1長寸"あり，札ALイツ力

')刀ごもヲヒも A<栽、埼され 1 l、る。

栽法方法

氷回 i乙手フ、 Irる新培:4 Fl 25 H前後に昔えに

才番手宣レ y 約 1力f¥-t灸 l二N， P205， fく20左守れぞれ
1月色とし寸 100K9/hd (1975与のみ室奈五基llE80

K9/hd .進 HE50K9/hd)施与し T二本田に 30cm X 15cm， 

1林 2本槌寸ψ衿枯し，慣 ff 二低守寸管援した。

な手九1976年， 1977 1干 l乙 i主主泰無才包与巴も設け

t:，。

1 1 



土耕栽、埼: N ，P2 0 5， ~く20 を 0.5， 1 ) 19 ~、よび、3 ， 1 ， 

1 9 を3k9 の土浪 k う乱モトし? 乙~主 1/5000aのワ

グネ}レポ γ トL前道左 0.5N区，後着玄3N 芭ヒ呼

ぶ)l二託会長し， 水箱 2個林を衿植し} ビニー lし

フィルム三天井に義フ k網宝 T‘生育させ F ゑ

.71<... Iユ水道水寸凶行なヲ十二。

水耕栽、埼;直径4.5cmのプリンカ γ プの主主 i二

直径約 2cmのすミ去 F掛け，水絡の首の根五iID，しp

A、石寸輸省主固定レ p 乙の力‘y プを56"(パ、y トの

上蓋(75cmX 45 cm)に約 6cmの穴左聞けマ最菩136

ヶを設置しマゲラス宝イ生育さ-ttt-o 玲義3設

(第 1本}I本水道水茎用い寸言周製レ， pH 乏 5ρi二言問

第 1表水耕培養液の組成

元素 議度(ppm) 使用塩類!

N 30 NH
4
N0
3 

P 10 NaH
2
P0
4
.2H
2
0 

K 30 KCl/K2S04 

Ca 30 CaC1
2・2H20

l¥1g 20 MgS0
4・7H20

Fe 2 FeS0
4
.7H
2
0 

l¥1n 0.5 l¥1nSO 4・4H20

pH 5.0 

1 2 



部し， 7，....， 10 B 1:.. 一回更新した。

通産処理・時処理はア‘口スキ¥r t."ネ γ ト寸‘行

なァ t:..0 グ ロス寺ャビネ γ ト内マ、の一金支色守生

育条件ヒしマ?豆友を約70Yo，照、友左天井付きι
お、よぴ、56~の lぐ v ト上ず守北t l<{"}れゑヲ 6石， 2 

万 Lux に f呆ち， 写実‘ Bf¥I主400w陽光』ランプで行な

フ T乙。

14
C02の同イし方法

永田町場合には，鮮義中よ J} 数株主寺号、作為

lニ選ぴ， 弓れ庁、れの株の風~ I二針金イ・粋を紘

み，付の枠内 I~ Na2 14C02 ( 5"" 25μCi)左念じ 0.1N 

の等性、ノーダ洛決左 2警かし寸入れす二 2イ図の

ピ-1) - ~還さ，枠 iニ無色透明ビニー lレ 7 1 

ルム(~さ 0.06mm) の袋を核-tt:，施都主土寸悼をZ

?羽千灸， t:.. tよちにう主身守器 γ ビニールフべ)レム乏

逸し寸弓れ千れのピ一方ーに約 2m!の 30シ415

晶表後五う主入し寸 14C02主菜子生ざせ， 約 1時間

14C02主同イじさ it t~ 9 

水耕，土耕の場合、!乙 l志，吋*'~..れポゥトジ

ヒ(7k耕ではあら小じめ小型ポャト i乙移す)¥ニ

ビニールフペ lレムの祭主投せ p 起をF五ピニー

1 3 



ル守一 7・ィ・玄関後 y 水自の場会ヒ同様 l乙し τ

行な 7 t乙 o

14 
水施ょ~ 0) l'"t C02放出の主主総ぅ則定を行なヲヒ

株ヒう昆蔑処理主行なフすこ株の場令 l二は ?C023員1}

定誌に植物体主数本朱入れ?減条件下 γ14C02を

脊生させマCO2測定見内 i二言及苦 1.， t::. ファンで、十

分 i二議詳し，売の後 ?500W玲払う'/7・10楓 γ・

晋11烈函ょ q照、射レ寸 14C02左30今問問イじさせ七，

14
C02同仏株の込試料株取時の株数 i立氷田 τh

i正 4-"6株 t1975年 l乙 l主事¥1じ誤差測定このため

に 8株)，土耕・水素ヰ T‘は 2"-4株 Tあフ t::， o 

本美恵会条件下では株聞の生育量の差で 14C02

同-1~時の会イ牛の差などにより ?14C 同イL 量に失

草食i呉差;0，，'生 V る乙とヴミ予想tされる。 1975与の

各試料採取持!こは 8株ド及オ笈とし T 枚取され

kド 7 守れゲれの採取時にお、¥，'l 各旅の乾s物

室(ョ f株)ヒ比放射秘 (dpm/m9 )ヒの問には統計

的 l乙有定二な 11の本日間が認められ t::.(第 2永)0 

3七?株当り私物支 ιぬ技能の綾より求め t

14C童の J友勃係数は，各試料採取時ヒも乾物j:

ヤ比放針曾ちの変勃係数ょう jトざがフ了ニ(弟 3表)。

乙のニヒわら， 認閉された条イキ下 γーた受の

1 4 



14C02を同 1Lさ t るヒ， 本朱当。専ら守男全の大 Fト l二

あまりお零されす輸， 11 Iど一定量の 14CO2~\'\ I~ (~ミ

れるヒ~えられる。

第2表 乾物重(g/掠〉と比放射能 (4p~l~g) との
相関係数 (1975年〉

試料採取時期
UC同化時期

同化直後 収穫期

期
一
期

形
一
一
熟

穂
一
幼
一
乳

-0.851紳ー0.791事

一0.775* -0.781事
事 5% νベノレで有意。
紳 1%νベノレで有意。

第3表乾物重 (g/株)，比放射能 (dpm/mg)および
14C量:(dpmx103/抹〉の変動係数〈広)(1975年〉

試料採取時期
14<:;同化時期 項目

収穫期同化直後

乾物重 24.7 12.4 

幼穂形成期 比放射能 17.4 15.2 

14C量 9.8 9.0 
一
乾物重 14.2 19.5 

乳熟期 比放射能 20..7. 22.2 

14C量 9.8 14.0 

14C向イL試料の誠君主・今利宏

議耳又抹!事，抹ごと l~ ， i乙ピち l二茎案，殺32

採の各部位 l乙分 11， 80 oc -(通反し乾燥レ，科室
後経業分五キ(約20メ v ツ L 会丞)し，さら i二号の一

15 



昔P乏微粉砕{約100 メ γγ ュー全主主}し七。
14 
C の介本町 1~1975 !i干には炭・水素包争力定量殺歪

(Coleman Mode 1 33 )走用し¥微粉砕試料約lOmg左

14~ . ，.." 14 
燃地レ寸試科中の C-1~令物乏 C02 に酸イL し， 20 

mι パ‘ペアル中の 10-miのハ-1 7 ミン・ト}しエンシ

ン十レーター(100 ~円八-1 "1ミ γ ・OH型X-10ι

DPO 49， POPQP200m9左合 L、900叫のト JレL ンとの?あ

令来)に直持摘、集レ，乙れを米体シンヰレー

ションカう〉ター (AIO陥 Model LSC -502 ) "1'、剣先し

l :1Jなヲ T乙。

1976与以碍 i乙は微粉砕試料約10m9五20"J.， パ、

イ了ルに分取レ， これに水"E0.5叫加え T 加混

後?ぅ15解剤 (NCS)0.5m!五加え"1，約350C の保志

器中["6 B寺陥落解後， 1昆芭愛イt> 71<...春、水 0.5 叫 T、J\~b

色し， 丸会 lユ清う包レ T乙のち，今しR.3易 l ユオ〉シ

〉今レーアー(ニッサノニオンNS-210 300明f.， DPO 49， POPOP 

200m9， C.:lb-Q-Sil159 I乙ト 1レ工 '/ ~ JJロえ"1 1 .Lぅ各 L し

七丸在来)五約15 rnt加え T 一晩冷暗昨!乙放置免

措持レ τ Iみ体シン十レーツョ〉力う〉タ一丁、刻えし

r-:.. .なお， ニの方宏 !i"!間 18)の総!説』乏今希 1::"

レ寸純文寸たもので? 子~試款によヲ-Z，京-

71¥..意色物定量装置 i二よる;燃、焔去と同ーの結果

16 



を与える乙ヒ左 4宣言花、し九。

な~' ， ずぺ寸の介¥祈 i主糸ヲ 21え43Lヒし， l'号ら

れ r~ c p mイ直左 7エン 4ーン 7‘、の経度 l乙ょう補正

し， d p m値寸‘/表示し y 及キ笈ぅ剣え 4直の平均値左苛、

し Tこ，

呼吸の測定こうた

呼吸の測定はYamo9uchi 50)の方去に準じ、 t~ 0 桔

物体を撹持問の 77 ンのイ1v、t 塩イじビニー}レ

毅の CO2 7~lj 'k箱(必零に丸、 U 寸『進展制事p1長置

を付 1;t:乙)に池上寺下・地下都 ZljI二設置し， 両

者P-1主主プラス今 γ7来台上イ露関レ t=.-"植物 4本

。、らの CO2放出速度 i事 CO2利文誌にうえ入する

前の主丸の --t-tι ， cO2測定箱内ず携キキ後え弘

する立えの一部三去、アトゲ入かポT審 i二九し寸前

室えの C02・濃友差ょうポめた，なお， ..t..新し

fュポ自の呼吸 l立庁、~卜ご‘と CO2 7~11 支給!乙入れ T

測定しす二。

昨日及能 i事炭水イじ物 tCH20)芝l二換算レ寸， m9 

CH20・9-
1・hr-1もしく i主m9CH20・9-1. dOy-l 寸叫示し， ま?と，

生育中に君主友を制抑しなわフた場合 i三 i主Q10-2 

ヒイs-.)主し寸 y 場1¥定日前後14日間の平均え造 iユ

1 7 



補正レマ示し七。

九会万誌の剥fr.友

t会戒の測定式 lま昨日及の創定ゑヒ同じ、イ、あ

フ T乙 o 比谷威中 l亡 11.500 W の7務先』う'/'7q 10 1函ず

側面 ιり奴射レ T二。陽光j ラン 7。ιC02測定茨

置の聞に 7K丞孫 7 t=-7K本書乏置き，熱l左吸収し

t=... 0 同 作箱の側面!エおける照‘友 l主約 6 '5. L u x 

寸H めフ Tこ， 0 

14
C02放出量の測史去

14 
稽物 4本がらの C02 切救出量の測定 I~ 碕内?

地主 t~ ヒ歩也下部ゴと l二件丸左守れ r れの CO2

測定結 l二五主えし ?C02ゑ11文箱内 γ、槍持され色

後放出もされるをえゑ一部抜耳元レ葬 1図に示す

絞萱左聞いマ行可、フ rュ，丞え童 l主呼吸量 fJ¥'測

定寸"さる能回とした。植物体わらの 14C02放弘

量のえ量 r~ 14C剥足セ}レ (FS-302，Alokd )と14C剥
定~(ラジ、オアナライず， Aloka製)左持続J

レt 変遺(流動するシンケレーター左逸殺レ

マ剥えずさる)寸..fj iすフた a

1 8 



A: 明書弁
B: 墨酎

C: 7T" 

日U
マノメーター

A 三
マノメーター

"co.，トラ，プ

第 1図 14C02!放出および呼吸の測定装置の配置図

γ ン今l- - J -(C02吸収制七令じ ) I主モ l

エタ Y ルアミン:工タノール:"Jニオン:ト lレエ

ン ( 1 :4:1 :4) 7あう夜 1e I乙 POPOP20om9， DPO 49 
左右口え t::，もの五イ史閉した方、， ノ、ィアミン・トル

エンシ〉十レーターと測定効率 I~ 一致し化。

ヲン十レーターのうも量点 2mg-miM，14C02吸収
許庄のゑ萱 i主15-..，1之Omt，測定ゲスの先輩 Ij.約

14 
1 e・min-1ヒレ t:::...0 な手J， C02吸収静筏の γ ン
今レ - Jーが 1図更新するの l二約 5介間五零

するの γ)14C02 の玖弘~友ボ急Jミ玄!二 J変イb レ τ

いる同仏後 1 時間目ま丁、 I~4')詮 l二 F14C02吸

収キ)とし寸エタ) - ]レ:・モ j エタ/一 11.- ア 3

1 9 



ン (4:1 ) 7~ 活左 50γn!入れヒ試歌清 1014C02 左

5 -..， 10介毎 l二摘、集レ， 可のう設 l -rnt左ト iレエン

シ γ 今レ
-
J -15rrJ五入れ Tュバイアルに和え

寸戒体ラ〉十しーヲョン力ウ〉 7-TH3則定し

十乙。

14
C02放出速友 i志開イじ C量 i二対する一分間の

14 

14 帆ー 14 C放出割令 (X・min-1)寸汀、し T二。 CO2の同イじ霊

i主誌、料株取時までに植物体。、ら放出され t~九O2
量の積l1-倍 12.試宗寺採取時におじ寸植物体内に

対存し T二
14Cの室主加え{stf約九。

糖ぉ、よじよ、痕紛の分析ぅ長

務 lみ各生育時期の茎莱の線え粉砕言丸、科左，勢、

L アノー)レマ"拘弘レ所蛋色した港米 l二づい τ，
宏美粉!本有の減=丞左 52cx;逸塩素酸 γ、拘也し t 本

弁互についマ，可れぞれ 7 シスロンラI¥{.、砂利し，

両者の合計五炭水イし物含有年ヒレ寸示し t~ 0 

生長夫力キ 14C成長子執必 p14C小島制令の計算

生長効率 (GE) tj. GE =: AW/[ムW十R)ょう求め 1乙 o

t-:.. t-::'レ，ムw= (W2-W1)/(t2 -t1 )寸前， W1， w2 I主時期 t1 ，t 2 1::-

h ける会植物体の乾物支マ‘ある。

20 



14C減存制令 i主14C同 1t.室 l~-it，童殺の持物体

内の14c量)に対する，時間経i昆後の植物体内

14 
に奴存し t:.14C 量の叡令マ‘める。 C 令色乙割合\~， 

14C岡弘主 l二対する時間経i血縁の植物体のみ器

14 占官 i二介布レ 1 いる C 量の t~ 令 T、わる。

21 



ill. 生育各時期に同イtJL十乙14Cの寂存制令

本孝 l主 p 北海進の箱 l二フい寸水田条件下 T、

14C J支存者u令左京め，乾物生産t.ptロ及ヒの量的

関係iを明らわにし，さらにニの結果左Lieln el nd 

mnqkdhc報告し t熱帯絡の14C戒存制令の結果

および、これまイ‘報告され T じる生長効率の結

果45)ヒ対抗』してき命じ七もの T‘ある。

1975年(ユーガラ)， 1976年 l.:J...一方ラ，坊主 6

号) I二水田寸"7に務主栽培レヲ幼稔，形成期?開
14 

丸盛期，札事会期に C02主同ィιさ-tt， ~ 1ι 終 3

直後 k収穫期に 14C同イL株主採取レ f:....0きろ l:..1976 

与のエー力う・ 100N ~につい"1 l主同イじ後 1 日

百および‘ 7 日 E にも試料株五採取レ r~ 0 刊し

t ，採取株主各部位 l二介引乾物主 14C量の刻

定 E 符なァ r~ ， 

50 X開花日 1a..1975与のユ一万三ライ 8 J113 B， 
1976与の L ーガライ・ 8月 17B (ON区)j:，'ょが 8

FI 20日 l100 N ¥l..んま t坊主 6号 γ・7Ff 31日 L

ONE)ぢょが 8月 9 E ( 100 N巴)τ、あり，収穫日 iち

1975与のユー一 η ぅ γ，10月 3EI， 1976 tの L ー

ガうで、 10月 2 日(ON区)恥よぴ101i 7 8 l100 N IZ)， 

2 2 



すナ二坊主 6号 7・9 Jl27a(oNiZ)古よ-r;'10 fl 1日

(100 N区)であっ i乙9

1975 年|二 I~ 7 J=f中旬わら 8 月初旬 i二曇天や

雨天の B1]ご;帯、フ化。ま七 1976年 i乙!主 7~中

旬 a、ら 8月初旬にわ '1l位ぅ盈事号室、の B1j， 今今、

フ f:-Jjごp イ也仰向 lj.平年並で， .~!X量 l~ 平等よ 9

でヤイ色く y ユー力うと坊主 6号ヒの間に i享収

量の.1)~ 1まヒんど‘ながフ t~ 0 

60 

40 

ノ'
，，
 ~〆
r

nu 
内
必

制
容
認

茎業+根

60 

i 40 
h、
凶

弘 元 lbo¥v lh¥V Os'o 
移植後日数

第2図生育に伴う乾物震の変遷(1釘6年〉
σ:幼穂形成期 F:開花盛期， M:乳熟期J H.:収穫紛

1976.1干の茎葉支の生育 l二イキぅ増減左みるとp
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きした矧まで生育!こイキ i、増加し 3 守の後手実少し

t::.. L第 2図)。

収議実R1::.. 1:; 11 る14C1実名著¥1ふ，キえ、分布も1'舎に

つい寸の 1975ヰ， 1976与の l 一方ラ室妻、才乞与

区の純系(第 4ゑ)左比較するヒ 714C獄存主'1

令 iユ幼終〉苛合成期間イじ寸柚約45yo ，をし熱期間 111γ‘

約 8034 ，殺2介布事'1 令 I~ 守れ有、れ約 5...5% ，約70

%丁、特 3欠間差 11，}¥ざわフ九。

第4表 収穫期の 14C残存割合と穂分布割合
(%). 

〈品種ユーカラ， 1町5年および1976年〉

窒素施与量
14C同化時期

年度 (kgJha) 
幼穂形成期 乳熟期

1975 80十50 46(5.6) 83(68) 

1976 100 44(5.3) 86σ8) 

( )内は穂分布割合。

1976与のユ一刀ろ，坊主 6号の各区の収穫

期の 14C魚、存事11な，穂、介布割モト(第 5本)五 Ptl
14 

較するk::.， "C奴存割合¥lヰ幼稔均成期間必ず38
~45%3 開花盛期間イじて‘55----75%およびをし熟

知罰イじで、71-.J86 X \1‘わっ，ふ6'0.進，~処理区

ヒる生督。ぐ進む i二つれ Tあくなる傾向にわヮ

七。色、お p ユー刀ラの幼絶、的成期，開足J~ 知

24 



時I~，

同仏の場ふ， ON区 I'J:100 N IZ にぬ較し寸イ色ぃ傾

向にあ 7 f:.. 。 す t 脅し主主期間イじの場会 p 均主 6

号 T、ユー力うよりゐレ億三本し t:...0 殺 1介布別

会 l主 ~ñu 経，各丸理区とも幼5f}1i\:f形成期間必ず

約 5YO乞イ色く， 脅し誌、期間イL"1" (主 66--80 yoι 普1

布、 7 tュ。

第5表 p・ーカラおよび坊主6号の収穫期の14C残存割合，
穂分布割合〈広〉 (1976年〉

室索施与量
14C同化時期

品種 (kgJha) 
幼穂形成期間花盛期 乳熟期

ユーカラ
。 38(3.8) 55(32) 85(80) 
100 44(5.3) 75(35) 86(78) 

坊主6号
o 45(5.1) 60(25) 71(6の
100 44(6.2) 57(22) 82σの

()内は穂分布割合。

第6表 14C残存割合の経時的変化
〈品種ユーカラ， lOON区.1976年〉

採取時期
14C同化時期

同化後1日目 同化後7日目 収穫期

幼穂形成期 68(ー〉 69(ー〉 44(5.3) 

開花盛期 94(9.7) 89(16) 75(35) 

乳熟期 99(52) 99σ9) 86(78) 

‘ 
( )内は穂分布割合。

1976年のユ一方ラ 100N 区の経時的変仏左手T

ゐと 714C7文科割合同問仏後 1B g -( l~ ぽ守た

25 



し? 守の 4灸し!どらく一文句 4直主 4呆フ t のち 3

Jヰτ/ご減少する 4頃有， Jj" め"7 I:ニ(第 6 ~ぇ)。ま t-:... ，同

14 
1L後 1 日目的 C残、存割合 i主幼年丸、形成期間 1t.. l'、

低く?開花』盛期，私熟知町 4じで言， l、値き示し

t:.. 

茎葉の炭水イじ物含有奪三 l本生育!こ砕い上昇し，

等し烹L知に最高1 じなう y 奇の後値下する傾句に

あっ?商品穫ヒも ON区イ、 100N昆よリも言1ν イ査

を示レヒボ， とよ I~ ::L - 1)ラの oN ~寸前言1 いイ直

T、め..， r:ュ(第 7ゑ)。

第7表茎葉の炭水化物含有率(%) (1976年〉

窒素施与量
同化時期

品種 (kgfha) 
幼形成穂期 盛開 鵠花 乳熟期収穫期

ユーカラ
o 16.1 30.3 35.2 20.1 
100 8.8 20.1 22.2 17.3 

坊主6号
。 19.0 16.0 21. 3 13.9 
100 15.3 13.1 16.3 9.5 
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考案

作物の乾物生産 ι日手吸の量的関係、左ネわす

生長効率 l立 71<..-*11設やトウモロコシ群桑 γ‘Id.栄

義生長期には通車 60-..， 65 'lo寸"あっ y 生育後期

に他下し， とのイ色下山草萱Lの丸、 L、品オ金 γ、t<. 

1二著しいヒ幸反害され 1 いる 47，50)。 す可わち，

生1t後期には九合成能。ぐイ色下するが， 乙のイ色

下!二七じべ、マ呼吸告らのイ色下 l立小さく γ 直接生長

|二関与する呼吸の制令ドイ色下するために p 生

長安万平右ご他下すると発えられる。~ t:..一般に，

71<--絡の乾物生産官色体鮮為条件下で‘ iま光」環境)Iニ

支配され，生育後期!こは箱!i.逸散のため九Z表

現 tJ'匙イb しやすく p ヒく iこ単宝Lの色、ぃ品縫の

場合九令瓜産物の呼吸いよる撮 Jえが大きくな

っ，乾物生産ゃ子乏生ゑは佑下するヒいわれ

寸いる。

北海道 l乙お ITる Jk絡につい寸実方色し t本文

殺の結果によるヒ， ォι箱君ギヲ与の月又綾知の 14C医

科事ijモト 11-幼穂、予/瓜期間イtJ1‘、 11-約45メヒイ色( ， 
生産後朗に両手~ ， をし繋モ其f¥1E¥イI:J('・ 11約 80Xに
まし t::.(第 4，5手えになお，主宰才色与の有無、 i乙よ

27 



フマも 14C汚名制令 i二大きな差異ド生ぜず¥ユ

14 
一方ラの聞応援期ま T、の C 向仏 γ、 I~ むしろう尽

き奪 γ、イ色レ傾旬。でも定、められ，開，fu盛期以後の

同イじの場令，坊主 6号マ‘エ一刀うようややイ色

u、4直を示しと。

ユ一方ラ 100N 芭のすし漁業1=¥F11しの場令，同必
14 

後 1日目および、同 4し後 7B gの C減耗割合!主

14 
99 メマ、あり?収穫期の C減為割谷 I~ 86 0/0で，

14 xがB乎ロ及にう角貧され t:..l~ i息子ず¥78yoがヰた

中 l二貯蔵され f乙(第 6ゑ)。すなわち， 乙の時矧

の払令成産物 l主茎葉に石い寸 iユロナ吸の基質ヒ

し寸 I~ ヒんどう高賞されす，秘め寸対字よ〈枚、

に転免レフ続三寸・・可の約 15'lo IJ' 呼吸によマ 13有

食され，このエネルギーに J フマ貯蔵、殺紛ポ
u _ 52} 

生産されにヒ~えられる 。一方，幼殺2形瓜

期間必の場合， 同化後 1--7B 目寸..
14
C妓存制

令 l"l68 -... 69 /0ずキ定レ， 吋の後 11又手蔓期に小げ

寸44メ i乙イ色下し t 乙 k わら， ニの時郊のあ念

成産物の会ヲ30%は， 当の B寺え、|乙}，' 17る生長の t

めの呼吸にう背愛され， このようにし寸生産さ

れた物質の一部 lユ茎莱|之貯蔵され， r-熟知\~

ぢける茎菜の呼吸基貨とし寸う肉食される ι推

28 



文される。つまり茎葉における貯蔵炭水仏物

の少ない主方オ為的政、期におレ寸 Id-， この時点、の
.50> 

生長会与さ手(60 "-' 65うも?と向仏後 1--.7日自の 14C

妓有制令(68 --69/0) t I~ 也ぃ値 T、あヲ t-:. /Jご p

守の後茎菜 γ‘異'tn弘、炭水イL物の量 8ぐ増加し，まし

予忠実Rに l手当の貯蔵、宗 7](.化物ポ茎葉の口令ロ及基質

ヒし 1 イ吏閉される tの， この時点、にお、 11る払

合成産物 lま茎莱における昨日及の基質ヒなる割

合がイ色く，能キよく穂~ ¥-:，令1わう kめに14C獄存

主1¥令ポ言1い o しわし?ぎし県知 i工 Id.施立込蔽ヤ

施物体の枯れ..l:.. ')れ進む k め， 茎莱!之手さげる

貯蔵朱水仏物のう両賞においマ呼吸 lユ引き総き

宮¥<維持される k めに，生長知孝 iヰイち下する

ものと考えられる。

幼徒、河ヲボ朔および開花』夏期の茎葉の炭水イじ

物含有率(第アネ)ヒ幼枚、形成期および開Au蚤期

間イbl二 h'11る収手蔓期の14Cj百件皇子 ι の関係をみ

ると(第 53長)， J...一方ラプ Id:-，炭水AG物含布キ

i主oN iZ寸い言1く ?100NEγ、イ色£， 14C残存制令 i亭

主主 i二ON区イ‘イ色くう 100N lZ寸"高い傾向にあり，

坊主 6号マ、 l志フ両室長区聞の炭水仏物合布年

功差 Id:)トさく ?14CF支右前谷 1::.- も差力ごなウ¥ヲ 1乙。

2 9 



ニの布責旬 1;1上言るのま盆き命を支持するものである。

L Iem and Tanaka 19) は熱帯の尊型の足、ぃ品種 Pet~

走用し、寸，本失事会ヒ同殺の支験主行なし、，収

14 
殺知における Ct実存割合 I~ 栄義主主知向ぬの

場合!二 l主約60YOγ、める sヘ室奈多施与了、 l立生

t後期間イじの場合住下するイ場向にあり， 乙の

ζ ヒ羽、ち?畑互込紘に J り群発の九環境ボ定f

~t.，し k 場モト，生肴後期 i三日ける払合成産物件

呼吸基賓とし T 清貧される争1As-1]，ろくなう，

子;芝生産力むイ色下するヒ推論し t-=.0 本文検の結

果 lす乙の Liqn <lnd Tqnqkq の熱命絡につ¥" l の結

果ヒ著レ〈実なフ化。この相患は Eb縫，気象，

栽玲奈件の違い i二 J る笠致期寺でに茎来に貯

蔵、される炭 yに-1L物の量の知連に基因する可能』

1性〆め? ，ニの員、、 l乙関し 1 1事後に再び論ずる。

し、す的れにし T も北海抵の )K綿 γ、i事登孝弘期間

中におい寸 lj: ，守の時ふの札合成走物¥"j初年

よく然、に向わ?寸不足、の構成小となり，茎葉の

呼吸茎笈とし(t立時 JK以前の同イL差物が使開

ざす1寸 L、る可能J1生方ご考えられる o

30 



1'l.“初期尤令成産物日守口及九%守蔵、物質

呼吸~解析

前零 γ水箱群誌における呼吸と乾物生産と

の量的関係主知る目的-(，各生育時期 i二14C02
14 

左向イじさせ?一史期間後の C局、存制令左京め，

?の結果ま，官五幸良の生長努力平50)の憶と対比し

1，下記の推論左した o

( 1 )登築業Rにおける尤令戚産物 iま茎莱 i三白け

る時 B及の基質とし寸は i専とんど治安されずァ

効キよく穂rへ転免L.，枚、 γ マの約15%が呼吸

i二ょう消費され 9 このエネルギーによゥマヨー

美が生産される。

( 2)登事tb矧の茎莱における時吸 i立，主 lニ聞才じ

期以前の貯蔵物質主基質とし( ~、る。

上記の推言合 i乙よると，呼吸基質 l立 μ初期先J

eト成産物"ヒ μ貯嵐、物質" J:り成、ると考えら
れる。時乙 7・本ft寸"は，初期光J会潟産物(同

保

イじ:決 2日自主?に呼吸により治?をされるあ会

米・初期の実験 1::. ぢいし同イ~q去の日数ド一文し寸い汚いが3

イ支の文草食の結果に基プレT同仏後 2a E¥までのPf吸主初

期えi令成産物日子ロ~とたき記する。
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威産物)，貯蔵物質(同 1L後 2日目以降に昨吸

1:.より消費される尤令戒産物)を基質とする

呼ロ及を， 可れ行よれ初棉光J合瓜、A-物J:lf~反" 11貯蔵、

物質日守口及"ヒロ守"lA"， ぬ着の関係芝解析するた
14 

めに 3 引き紘き，生長劫年， -c 7実存事、j令，お

よひ:、各器セの 14C分極己割合?さらに， ニれらの

関イ系におよ I~\' す窒素， あ条件ぢよ~.生育時期

の号令誉主調査し T:...0 

ラミ験 1.込先』・主義処理が 14CJ支存害¥j令釘j" l'、生

長初年におよ 1;(す彰 ZE

1977ヰ 1:.土耕じよう水箱乏生育でi!:t-:.. 0 宝

寺、交巴ヲ更は? 有責』守主基月巴とし寸， 0.5および3gW

rット左希包与(以下? 守れ千れを 0.5N区， 3N

区ヒ略記する)レマ行な、t::..0 これら両区を，

さら 1:.色作、九区(綱吉三内)と込先』区(也九三十63

yoの鼠色素〉令紗( ?レモナ来 3令紗374J五網室

内 i=-地面ょう 1m臨しマ蚊I禄状 i乙蒜づ t:， tJ."わ)

にかけ fュ。主主光J区はさらに， 7 1=¥ 4日わら 7

~ 29 a Jで(むネ丸・開花』期患史』区);ま t~ Iま 7Ft 

30日がら 8月22日まで(登熱期患光』区) 1:..込

先，主行う 2処理にかけた。

32 



とのよ J 乙し寸生育させヒ各区の水稲自 iこ，

出成、・開花開込先』区 7・は 7 F¥ 21日(出終始め)に，

登写さも期窓、光』区丁、~;i 8 f{ 12 E¥ (登写長官台め)に， 色 fb: 
14 

丸立 7・は 7 ~ 21日ヒ 8 月21日 l二， C02左 161--1じ

さ-tt， マれ-'i.. J}'¥同イしの直 4灸と 8---10 E1，ゑ!二言え

料をま朱耳又 L t:.. 。
14 

昨日及の測定は， C02問仏個体につレマ試料

j朱耳又日の前日 l二行 L、，草包守場金の現Ij史も 14C02同

.-fL ~函 A本につい寸 fÏ ヲ?乙 o

fuネ志・開花期 1:.おける 0.5N ・EJ ~~:九区 T、は生長
14 

初キおよび、 CJ支為制令 8ぐともに約70%であう 2
14 

0.5 N ・怠九区， 3 N ・包然光J~ -r I主 C'f支存制令 i主

測定項目

第8表生長効率および UC残存割合 〈実験1) 

処理時期

出穂・開花期 笠熟期

処理

自然光 遮光自然光 遮光

O.5N区

生長効率

14C残存割合

70 

71 

串下以
但

nu 
h
u
h
u
 

a
u
n
u
 
区N
 向
。

q
h

司
4

4

7

 

生長効率 53 55 62 0以下事

1'C残存割合 74 56 93 89 

事 乾物増加量が負のため，負の生長効率を示した。
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75 /0前後で，生長効年 l;t42 ~ 53 0/0ヒ 14C残存割

合、ょうイ色く， 3 N.也九¥lでは雨着と:D55 %程

友-(あっ T乙(第 8 ゑ)。愛妻ち:jt~における 14C 所存割

ィト l主，すぺ寸の区 γ'89%以上 ι 高lく，生手効

竿 lj ， 雨空表区とも包然;光J 区 γ は約 60%寸・ぁ

~ ，返あ i芝-(同賞、の値であフ t~ 0 

実験 2.丞光』処理が 14C"7実存割合、.14C分布者1J令

におよ Itす革5響

上記の両室そ挙区(0.5N ~， 3 N区)についマ受熟

始め (8 R12E)~ 札 l乙?守の前後の也九た理 1 :，

日
め
ロ
始

6

1
4
九
凶
白
当

8
登
一前
処
理

問
「

f

J

 

7
俄

区

号理

記

処

時

9月12日

(収穫期)

後
処
理

c-c 

c-s 

亡二コ自然光 -遮光

第3図実験2め設計
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ょう 4た予里互主言及 11 t::.. l第 3図)。なお， lli各~èJ

号ヒし l tヨたあた理主 C，込先』処理乏 Sとし，

前期処茅豆一後期処ヲ里の )IIA寸柿， t-:.乞え lt"8 Ji 1 2日

まで首?と光1--Z"マの後童九し七区 i主c-s区 ι示
し七。 14C02 の同仏 I~ ~をきた始め (8 F¥ 12 B) (之 F 主

た試、料の採取 i主同仏直後および収穫期19R 

(O.5N区〕

。

35 
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12日)に 2 及1J.γ・行 7 t乙。

収穫期の乾物金 Iit.各区と b 3 N 区事ぐ0.5N ~ 

ょう大きわヲ t:.(第 4図)。茎葉室 i主， 0.5 N区

γi主各区 ιb登ぎた初期 1，"増加レ， 当の後の

旬費千:丸区(C-C iL， S-C ~ )γ・I~ Iず一文にみ禾

fこれ?虫丸区(c-s区， s-s区)7.'・はやでイ色下
するイ唄伺にあり， 3 N区-(手登勃:初期以後の

包終:尤区( C-C区， S-CE)寸P はひき紘さ党加

し?返九区( C-S区， S-S区)では若しく低下

し k。収穫期の抜、i.ltl-3 N区ボ0.5N区ょう大

きがゥドド， • 3 N 区マ 1~0.5 N区!こ ttJペマ込先』

によるイ色下友 4トド大きわヲ t::.( ~ 4国)。

茎撃の炭水イじ物令 J民主子 l立3 N 区ド0.5N ~よ

り泡く推先手し， 向笠毒区ヒも也九する乞 i:1:三、

ち 1:.値下し f-=-(猿 5函)。なお， 3 N.色15;払z

マl主出枝、期より問先盛期にわ 11寸一時格下し

T乙。

14C魚r介令制令 i立0.5N ¥! l" I事み処理区ヒも 59

--62 X と l~ Iす一角こ γ あフ tド t 3 N ~ずは s­

C lZ l'‘24 xヒ若レくイ色く， .J}ちの芭 γ‘40-.. 54 % 
寸いあフと(第 9ネ)。

14C茎莱分布制令 IJ:0.5 N ¥2: c'・ l主15-.. 26 cxフ 3 
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'
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一一

川

U
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A
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n
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(
設
吋
時
停
制
蓉
記
長
認

(3N区〕

。
7/29 8/12 8/22 9/13 

生育月日

第5図茎葉における炭水化物含有率の変遷〈実験2)

第9表登熟初期に同化したucの収穫期における分布割合
およE織存割合〈広')('実験2)

分~布、区¥分、処¥理'- c-c c-s s-c s-s 
O.5N区

穂 59 59 62 62 
茎 業 25 15 26 16 
UC裁脊割合 前 76 90 78 

3N区
穏 40 51 24 54 

茎 議 48 40 ぬ 36 
14C残存割合 91 95 '17 92 
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N区マ‘は36---50 %てあり 3 また，百室表区と

も14C02向仏後の虫丸 IL ( C-S区， S-S 区 )γ

色然:光』区 ( C-C区， S-C区)ょ う象ヲ10~イ色小

フ T二。 14Cj実存割令i主0.5N区丁、は14C02向仏後の

色75:丸区(C-C 区， S-C区)で87"'-' 90 %フ也

光区(C-S区， S-S 区)寸"76~ 78 %であり 9

3 N区寸いは S-C ¥l.が、77yo と 4色くそれ以外の区

T は 791~95%と向。、フ九。

実草食 3.持、手裁、埼下における九会瓜産物の今

EE制令

1977ヰに水田寸H 水格品種栄光)，イシ方リ乏

哉、埼レ ?1t02の i司4しは幼魚、形成期， 出栽・期 p

乱支持知 i二 p ま;:，話料の採取 i志
14
C02の同仏直後

および収積朔 1-:'行 7 T:， o なお?支検結果 i立前

羊の 1976年における坊主 6号およびエーかラ

につ ν 寸の結果と類似し寸おり?品稚 r~ ゑは

論じ、えなレの γ，とれら 4 ~o 柱にづ ντ の生

肴玲期ご‘ヒの平均泊 i二づいマ言合じ、七。

収穫期の乾物金 li穂、および茎葉・萩とも 100N 

区でON区の約 2倍あり，手 t:..，茎莱・梓主 l;t荷l

室奈~ 1:も手し熟期 iユ最高1いまレ， 吋の後やや
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減少し r~ (第 6 図)。茎莱の史氷イじ物(務十 5J~;I分)

令督率 iま各生育時期ヒおON区ド 100N区ょう向

く~ t~ ， 両主奉芝とも~ゑネ刀剣まマ・上昇し2

マの後，収穫期にわけて低下し t~(諾 6国 )0

去三

60.・ ーー-lOON区
目白ー ON区

手LZM羽

(
山
本
¥
凶
)

30 

決 〆・¥

~\ 
時 l aJ 、
~ 20トーーー' ¥、

相 I /ー¥¥¥.

i。ト/¥
型選

0 
50 70 90 110 

移植後日数

第6図 乾物重および茎葉における炭水化物含有率の変遷
〈実験3，4品種の平均〉
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第10表収穫期における 14C分布割合および 14C残存割合
(%) (実験3，4品種の平均値〉

ぷ~ 幼穂形成期出穂・開花期乳熟期

ON区

穂 6.0 28 70 

茎 薬 35 32 5.9 

根 6.7 1.9 0.6 

14C残存割合 48 62 77 

100N区

穂 7.4 28 82 

茎 葉 37 36 6.9 

根 4.8 1.7 0.4 

14C残存割合 49 66 89 

14C分命れ合同室急処理の彰宅五あ 3 つ金 Ij

なヂゥ t:... (第 10ゑ)。レわし，きし孝弘知門 fじの場

念 14C殺ごうト布割合おさ 1J、14C1支為事リモト 1'J:100 N 区

ド ON区ょう約10yo高わヲ k ・14C茎葉かヰ有害'1令

l-t出キ怠・開花期間仏~ "1'‘~~ 32 -.. 37 0/0 ιi尋 iず一文

寸・‘あヲ T乙ド， 吋の後急速い低下し，寸れ i乙砕

いヲ 14C殺ジウト布割モトド前寺ヲた。 14C根介布事11令

i主，幼続、形成期間仏 T‘5--7%と高く，什の

イ麦他下し Tこ。 14C夜存割合同生育時期れ進むに

つれ言Iまフ t:.0 言 い換えると， 呼吸による撮

失事11令 l本生肴とともに他下L-t::..。
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考字、

前章の結果車、ら推論すると，呼吸ヒし τは

( a)初期払令戒産物主基質とする吋吸(初期あ

合成産物日すロ及)ヒ， (b)一時的貯蔵、物質を基貨と

する呼吸(貯蔵、物質呼吸)とド考えられた。 こ

め両者の関係主知るために~ t a ) =( 100 - 14C局私

剃ぷ〕パb)=(100一生長初年)一(a)ヒ考えマ， 実験

1の務 8ネを検討した o

出穂、・開札期の3N区以外『の区 γ は μ貯蔵、物質

昨日及、制令 lユ虫、九により増大し， ~十三， マの

傾向 i主出枚、・開札業員 l二比べマ登全長期 γ、鼠若?、あ

フ「二。つまり，“貯蔵物質時吸ら剖怠は(1 ) source 

Bぐ削除されド場令 i乙λさく， (2)乙の傾向i志 sink 

(穂、)が大きレ経助妄されるといえる。

弘特・聞fb期内 3N 区寸いは， 上記iの区とはさ色

i三“貯蔵物質昨日及 ηの事Ij令 11色7s:先』区 γ‘向く，

主主九区寸、、位。¥フ k。 さらに 3 包 FE:九区寸、、茎業

の炭水 A~吻合有年 iユ出株、期わらぎし景色、掛 i三わ '7

来?官名割合 i立ftiHL1.表10日目の値であるのγi夜 i工は初

期先j令 1民支物ロす吸~Jr守蔵物質 Bす吸 ι の関イ青、訪命じ

えなレド，レかし，久利¥市傾向 l主論じ、うる乞希えと。
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マイ色下しマレるこ t J)、らも，貯蔵物質事〈‘今量

|乙う向賛され f乙乙考えられる(者 5函)。このこ

とは，浪、ド急、遠!こ神奈 "R~ 大する 3 N.包15:光』区に

おい l I主source1¥‘制下良雰囲とをヲマいるよとを

示唆する。つ事り，ヒ、ニ-)~・ 7 -1 )レム主張フ

Tこ網室内 γ 生育させ t:.t~ め日射乏が不十今 γ‘

あフ了二ため source脅色ド‘情Ji>事されですい乙ヒ， 手

fこ? 多量に室泰を校給レ i~ t-:.め si nk 1主十分雄

保された乙~ ，など寸¥与羽対的 i乙source鉱水生

長のあIJ1弘婁囚とづきフ l ¥，‘ T:..と筒釈される q

一方， 3 N .返光J区の 14Cj言存守IJ令・生長効キの刻

定時には? 雨時期ヒも盛丸 i乙ょう炭水イじ物令

有宇 iま 5 %前後ヒイもくなっ，一時的貯蔵、物賓

室ド不足 G l い Tこヒ希え忘れる。し t~ Ijごフ寸 3

向枚、・間荒J知了 l主 μ初知弘令威主物口守口fの事Il令
ド事)~ヲド。しトし，登勢、期で i立“見守蔵物質

司令吸"の主'1令が訊くう 炭水ィじ物以外、のイ本構成

物質五介解し寸口す吸基質 k しマヰ'Jm L， t=-可官L
J性。ぐ食ぃ。 つ主り?日手吸基 1買が不ょとし寸いる

が廷、マ、， ~ 1 ) sink 払択す号 L、時には初期九令成産

物1]"昨日及基質ヒし寸伎町される主11令ボ向く，

t 2) 5 ink官もが議 v時 i乙は p 特有事瓜物質ド介鱗さ
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れマ日守口及基貨にし寸イ史閉されるたわ 3 マりやj

モトド高¥l ると秀えられる。

以上の角家主 3 とめると 7 相対的 iこsource能

。ず売11p!.され T いる状徒、 7 は μ 貯蔵物質昨吸"の

事11令1]'¥大きい@しわし，貯蔵;物質量ポ J少な U、

状乾‘で!d:， sink 能にた、じ、寸， uf吸基質とし寸

初期光』合成産物もしくは貯蔵物質~" -1史問芝れ

ると希えられる。

づき、、に， 化条什ド乾物と主主ぢよじ:、先j令ボ友

物内回す q及 3 穂、・茎業へのふ院に及 l~、、す民警(ちも

9表p 完 4，5図)につい寸12iミぺる。茎菜室 i主

査対て初期(
14
C02Rイtar期)以後， 3 N. S-C 区以外?‘

は I~' l::んど‘増加しな L、が 3 むしろ潟、少し jら

すなわちっ 3N. S-C区におい-rl主，イ衣 74:ヒしマ

茎業内生育ポ日王室て、あう 3 マのイ也の区におい

l l;;t， 秘の肥大のみが底盛寸ドあヲた(諸 4臥

マの kめ， 14C7実存制モト iま茎莱の生有料旺盛な

3 N . S-C区 T‘イ色今、ヲ Tュ。

ヨ七ヲ模2主¥j.0.5 N区で迩九免震のお等村)J¥

さく『 一方， 3 N区では C-C区に ¥:tJべ、マイ也区寸“

若 L く他下し寸おり?このニt. lユ0.5N区ずは

sink が制限零図ヒなヲマおっ.， 3N区 T、iユC-c
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区以タトの区 T“清狂的 sink 悦 IJ久さく， source能

。"‘制下弘零図ヒなっ寸レ十乙2.- k i 克、味する。し

f乙ドフ寸 14C主葉介乱事司令 iE14C同-iL後の逸九(

C-S ?S-S) により弘下する 3ず，乙のみ， 0.5 

N 区 γ は14C所存制令ドイ主下し， 3 N区で l主14C手記、

介色L事II令 1J¥' 蓄J j ヲ r:..(弟 9未)。

3N区の C-s ~， S-S 区?、 l~， 8 11 22日以降3

茎莱の炭水-1~物令有芋は 2 -.， 4X 乞他い右勺茎

菜室 ld 弓の後も低下しマお?っ?さちに 14C~存制

令も告1いこ ιから，炭水化物以外のイ本来事反物

質を基質ヒレマ茎莱の口十吸が行われたと寺色え

される 9 ニれに対し l ， 0.5 N玄の C-s 芭ラ s-

s ~寸‘ i主込九後ある期間をおい寸後， 茎莱室

および炭永イじ物令官年が一定 lミなフた。すな

わち?これらの区('.I立子失肥大に伴う茎葉の

イテ慢が少なわ y ナ乙 k 判断される。

つずに，第ア図 l二水箱新港1)，，'生育的各時期

に戸¥1じし t 尤合成異物の分配争j令室様式函と

して尽し r~ 0 この函 i主活 10永の 100N 区 l二つい

マの結果に加えマ 7 第 6~えのユー力ラ・ 100 N ~ 
14 

の同イじ後 1a自の C1え存割モトのイ直も本授、し T

作威し「二ものマ、わる 9 この図で、は，める生 ff
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期閉じら‘ける初期丸会ボ産物のその後の行苔

E3t a)F初期九令戚差物呼吸"の基質(R t p) ) ， 
(b)3守蔵物質日?ロ及"の基質 (RlS))，'tc)ネ怠， (d)茎
葉・林 3 への今布 i二区今し寸いる。ただ、し 2 幼

浪、形成類以前およびをし熟、矧以後の小民事u会 11，

Tれぞれの生青時期的前後の時期切植わら推

文レマ作図したもの γ‘ある。

栄費生長期斗生殖生長期i登鮒胸!登熟後期!
劫穆影成期出窓・開花期乳製期・収穫甥

Ot一一一一一一
80 . 120 

移植後の生育日数

第7図生育各時期に同化した光合成産物の分配割合に関
する模式図〈実験3，4品種の平均値〉

"三!同化後1日目までに呼底される基質量

!三ヨ一時貯蔵され，収穫期までに呼段される基質量

IT:II穂 仁コ茎業・根
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この模丸、図による~ ，あ令成産物が一時的

に貯蔵物賓となう?せの後に消賀される T1吸

基質(R lS) )の制令 iま栄義生長期ヮ、う生殖生長

期|二小 '1寸の尤令戚産物寸いは18% l'‘あリ， t 

の後の生有とともに乙の割令!手イ島下する。

水絡の生長知率 Il栄養生長の旺援な時期に

l手60---65 X -(ある 473541. 一方，第 7図による

と?栄養生長矧の初期光J令泌左物を基管、ヒす

る呼吸事1)令 l手34%γ・あるわら 3 之内時期の時

R反基質の主体 11初期九令瓜産物寸"あると j号え・

寸 J い。 し t ドフマ 7 乙の E寺英自に同 4じされ，

呼吸基貨とし寸一時的に貯蔵された物質性，

弓の後の生育時期!二日す E及によりう員賞されると

希えられる。 g，=-，第 6Aえ!こ占るピ，呼吸基

質ヒしマ一時的 l~ 貯蔵された九令瓜友物!喜一

党期間後 l二消賀される傾向があフ T二q これら

のこ kわら， ある時期!こ同イじし?こ口十吸基質ヒ

しマの貯蔵、物質 l主〉欠の時期 iエ噸送り!こ呼吸に

よりう自責される k 考えられる。

Tanaka43}14水絡の生育!こイキ J， 各葉A主莱にお

ける 2色素の集積・うえ矢曲手支ょう， (1)下往来が

ら上在来へ乞 )1長次集積・うすも失ド匙乙リ， (2)幼
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枝、形成期および、開花期に数枚の葉につレマの

この曲線の項点、ド金なり，吋れ号、‘れの時期以

イゑこれらの莱母、ら釜本ド同 B寺lニラf.u失し T ゆく

こ ιを抜告し寸いる。業わらの室春、功 3丸出事ぐ

莱の構成物質のふ解を示す ι すると，貯鼠物

質主基質とする呼吸の活 J性イI:.J1:窒素の九也 k

lJ 密持な関係があり，幼稔~:ff~ }，丸、期ぁ、よび、開混』

期 E域Jとし寸 y 有れ以下等!こ， マれ千れの B守知

以前にあ、 !1る貯蔵物質ド呼吸!こよう放出され

ると才色史される o

この秀えに基フ"さ，生育期間五 4期 l三区介

し?ある生背期間に茎葉に貯蔵され T二百す P及基

質!さっさいの生育期間!こ~~及 1-:' ょう消賞される

ιA及定し寸?第 6図(100 N 区の乾物室)およ

び、第 7図J" ~ ，各生育期間における丸会成産

物の今 DL量(9 (乾物)/抹)三試易し，第 11表 l之君、

L- t:.. 0 つまり p める生育期間における呼吸の

総，量tR)lj ， 弓の期間の初期光J~ト成産物昨日及室

(Rp )ι マの前期!ニ茎葉根)ニ蓄績した貯蔵物質

を基質とする呼吸童 (R5 )の和 T・あると希えた.

づきいに p 乾物増加霊(6.w) t会呼吸量(R)よリ生

長交万三子(dW/(llW+ R))を京めた o
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第11表光合成産物の分配量，生長効率および呼庇・乾物増

加速度〈実験3)

生育期間

項目
栄生長養期 生生長殖期 畳初 熟期 登後 熟期 全期間

光合成産物の分配量 (g(乾物]/株〉

Rp. 6.2 8.6 2.2 0.9 17.9 

R(S) 3.3 6.5 3.2 0.1 13.1 

穂の構成物質量 o. 7 5. 7 12.8 10.8 30.0 
茎葉根の構成物質量 8.0 15.1 6.2 1.3 30.6 

P 18.2 35.9 24.4 13.1 91. 6 

呼既量・乾物増加畳(g(乾物')/株〉および生長効
率(%)

JR 6.2 11.9 8.7 4.1 30.9 

A W 12 24 16 9 61 

G.E. 0.66 0.67 0.65 0.69 0.66 

呼吸・乾物増加速度 (mg(乾物)/g/日〉
rp 20.6 14.9 2.1 0.7 

rs 0 5. 7 6. 1 2. 3 

r 20. 6 20. 6 8. 2 '3. 0 

RGR 40 42 ・ 15 6.3 

Rp:初期光合成産物を基質とする呼既畳
R(s) :貯蔵された呼吸基質量
Rs :前の期間のR(S)を基質とする呼底量
AW:乾物増加量 (g/株，第6図より〉

.rp，r5，r それぞれ};lp，Rs，Rの単位乾物当たり
の呼庇速度

RGR:単位乾物きたりの乾物場加速度

P .Rp+R(s)+穂の構成物質量+茎繋根の構成物質量ぬ光合成B

R.Rp呪s (全呼庇量〉

G. E.=AW/[AW+JRJ (生長効率〉
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この計~去に J る生長初皇子|主会生育期間主

返し~ ， 65 ~ 69 %マ・ある。 乙のイ査は， 袈~ïl予箱

荘来品縫 Peta の生長効キ!主オラ桔期ょ q幼手丸れ

成、英~ j -t・i在約60% -( Jうり， マの後イ色下する乞

ν?萩告47) の値よリ高 b、。 また，鈴本・村田39)

によるヒラ 水ヰ:街群第における総、生 j注量(PG)に

対する純生産量 (PN)の比(PG /PN) l立会生育期

閣を平均すると 0.67寸"めフ Tこヒドう。レす。れに

し寸も，本殺の結果によるヒ，北海誕の水柏

群落におい寸 i手?生長刻字 11~生育期間 iま iず

ーた i二体とれる乞芳えられる。

~穂、・開花期の茎葉・報室 l乙占める見守蔵呼吸基

賞受および誌への転私物質量の事~l 舎は 2 弓れ
~・ 3k-

ぞれ 20%' (イ )310%(ロ)... -y"ある。之の時期の貯

蔵時吸基賓の大都タトド来水仏物 T、あフ k ι仮

定するヒ，乙の時期防茎業の炭水イb物合官三子

I~ 15 % (第 6図)マ、める乙け、ち，私への私私

物質の主体 l立炭水1t.物以タトの物質 γあ")t::.. .k 

5ろえさ、‘るをえない。

※(イ) ~ヰも・開花新の R5) (6.5 )/尚徳・開花期句茎来・~ý(33)

(口) (同..~，~期打内線均呪設( 0.7+ 5.7 ) -:l¥稔開花期

の枝、、主(3)J/出手忠・開花摘の宝来・萩主"(33) 
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き素|本開花，賄 tZ1毎， マ1}1弘前!こ茎莱に見守蔵

ざれ t もの~，"今量に手先:へ移行する 16，41}. し t

が‘フ寸? 出ホも・問4期ま寸"に茎葉に貯えられ，

登熟期 r=-穂、へ転うえし七物質 l手，主とし寸， 窒

素イL令物であフ 7二可能'1生ド大きし、。また，登

熟期以前の茎莱におげる構風、物質~~.収穫期的

熱中に占める事lJ会 It，11 X{八)米・ずあり 3 っさらに

貯蔵呼吸基質も間持的に棟、の生産 i二貢献した

と仮定すると， 1を熟矧以前の茎案内構成物質

事ぐミテタ芝生産!こ貢献する事'1令 l事33% (二)氷・となる。

したがフマ，受熟期以前の茎莱 i主終の棒泊、物

質および‘吟吸基貨の貯蔵、器官とし τも宝寺もと

役割を呆レマいるもの k 角えられる。

14cCree2l}は，主主育初期の色?ローパーおよド

ソ}レコ。ーについ寸?光1ふ枠三変え寸九令戚量

ヒ呼吸萱左測定レ k結果，呼吸萱 l立た令取量

|二比例する部分¥ι? 植物体の重量 i二比例する

都今 k の和 ι しマ万三される k し，前者五生長

呼吸う後~ ~維持呼吸 k ょんに。本美、勝の結

米・(ハ) (白熱・開花捕れ"の務会配量 (0.7十5.7ト也鎌r-開花瓶の穂、

主 (3))/取殺期の枝、重(30) 

(ニ) ((ノリJt(出棟、崎北錦の R(s)(6.5)) /収穫期防綾y主(30)

5 0 



果ヒトペcCree の結果ヒを比較す ζ ヒ 3 両希 lin守

吸基質 l二 i手ニフのプールヲご存主しヲ九各科の

君、よじにより初期あ令戚産物三基質ヒする呼吸

の光会泳、量!こ対する客'11令 11変ィじしないとし、う

た・日未寸H 一致する o J=t:. ， 初期 t令万入、産物のえ

郁今ワぐ伸長.RE大中の部位へ移行L. ，吋の幸P伎

で桂成物質 l二ラリ，一部〆呼吸γ放弘される

とイ'Txえする ι ，初期あ令及、産ヰ勿を基質ヒする

呼吸為、よび貯嵐物質五基質とする呼吸 IJ:それ

ザれ McCreeの生長呼吸わ、辛子了維持呼吸に相当

する k 発えられる。

このイ広文にオえっ l ， 貯蔵物質乏基噴 k する

昨吸量ょっ単位乾物をう維持呼吸速ゑ (mg(乾物〕

/g/day) 左茸也(事 11表)するヒ，生活生春期わら

登き主後期の間 1'12.3 ---6.1寸"あァ t:..。この情 l主Penn一

ing de Vries32}が各経作物の会椅吻体 Iz.つい-r ~ 

k め t-:.7 -.. 47 (mg(プ、}レコーズ')/g/ day )，也、よドム

ロ・田中54)ド水耕し七水絡につい寸キ及告し t:-14 

-;-21 (mg lグ、}レコーズ、J!g/day)の活ょう低い。

呼吸量 (R)1二占める貯蔵、物質時吸萱 (RS)の制

令は，生殖生長期で28% ，登教関-("75 ---77 % 

γ あるとと方、ら，維持呼吸量の割合 i志水田糸

5 1 



什下丁‘ l立生育才女に事1 まるイ噴向 eマ言疋、められ t。

次 i二 3 初矧光J令戚;産物を基貨とする呼吸を

生喪呼吸と仮定し，立長呼吸制令(k-Rg/P匂Rp/p)

き第 11ゑょう算出すると 3 米義生長期丁、0.34， 

生殖生長期マ'0.24，ぢよひ登熟期 γ0.07--0.09 --( 

あゥヒ。 生長 uf吸主11令(ば)/ま茎葉の生育方¥"H玉蚤
21 ) 

な時期 I~ おし、</主ヲソ}レゴー イ 0.26，色 7ロ
33) -t7-ー 2勾

ーパ)寸"0.25ヲトウモロコシ ，家豆-.，寸"0.24?ヒ

マワリ 33)? ラ-11"ラス34)で0.21γ、ある。

ま T乙?Penning de Vries31} は~伎グルコーズ量よ

う生産される単位泳、今量五?谷広、かの主零代、

謝経路ょう等也し?与の刻字乏 PV と口千ド，教

紛が、生定されるときの PV I主0.86寸凶あるヒ報告し

τいる。本教のあふ成産物笠 II乾物ぺース?

示し寸あるの ?F 3を熟胡 lこはう駿去がのモトポポ主

A本 γ める~ ~ぇ?グルコーズぺ一入(乾物ぺ‘ー

ス/0.9)lこ換算し寸登習を期の ~W/ PG (de Vries のPV

iこ;相当)をポめると 0.81 -.， 0.83--(ある。 し tz.1]ごフ

寸， 1をきちt期にわ、いマ i本?初期あ令成産物 i本大

部今予 j殺未かの令成のため l二使用された k希え

ちれる。

以上のこ k 方、ら p 水田条什下ずは，生強生

52 



長期以下年に T \.t、寸}も令成産物 l主初~よくイ守長­

R15太苦下位へ衿行し， マ乙で生長のために投開

され T-:..~判断される・しかし，ネ急生五識の

生長 E十吸事、i令 iま0.34l'‘ある乙乞わら p 生育初

期丁、九象付川、 1支持な場令，生長 k 維持のため

の斤 a及基質 l~ 主に?初期九合成皮物に j ， 
3わなわれ寸いる可官色 J!生がある。

以上の夫、検結果れら総‘令的 i乙判断する ι，

(1 ) sourceが‘制下良され f乙場令， 一被!三“貯蔵物質

日子吸"の制令が角事~， J t:.， l 2)貯蔵、炭水イじ

初代茎莱中に 15~んど存在しない余件下イsou

rceが制限され t:.1::.き (a)茎業内生育が民援な場

企には初期あ令瓜、差物 Df 吸の事11 令~"高まり，

( b)浪、の生育ド B玉盛な場合、 lこはヲ初期先』モトヱ弘、産

物が茎葉の維持官舎ロ及 j工イ史閉されることは少な

く p むしろ，茎葉の構成物質がみ解され，咋

の一部ド茎葉の維持呼吸 i二使司されるとま長え

される。

一方?水田谷件下におい寸" 0 N区了、 iま 100N 

区!こ比ぺ F 登熟期 l乙お '1る光』令ボ友物の呼吸

による放出事l}4トポ今く，総、へのゐ¥也事II令ボイ色

い(為 10Aえにさらに， si nkが制限零阻 k なフ

53 



う14Cの茎来

(第 9利。

区寸"は~九によ

る放也事11.られ‘高l

る土耕の 0.5N マい

1ヒ

よと猛然、の切除手

7 まの昨日及によ守、ら

三ノにおい寸 y

対照、区に比ぺ業の呼吸

の14C子支森牟が

コ

t~ lヰ受粉阻止 I~ J: 

ロモウト十乙 ? ま

fã\イ~ q.表20B fj く，

J4)p菜豆 i乙お

ら....lc 有色 3ご詰

し、 T3え切斡?を行な j t.米

る46) こ k 方ど孝友告高

な

義-1}1言の呼吸萱が若レ

イ色， く

k場令，サ訟フ

まく

るな

う， sink食乞方ごすすく
る放也事Ij令ド争く

手

九合、成産物の呼吸!こよ

ヒポ推定される

つる a、
E
U
 

th. 1 ーもC

y;.'貯蔵物質

。

初期光J令成産物およ

、
、-'

source 官包~ sink有色のる Bす吸事'1令、!まヲ

すなわち，

とす五基質

ったえミ相対的な究友関係 l之よ tf¥.るイ安j面右どめー歩

と考えられる。

Tanaka43}la， 
る

i乙

ぅ合勃中

を盛んい寸 3

いる業主治動中 l~/ 業ヒ口t ~\， 

九令威オぇ.#'al~ フ

上位 η葉へと向項的に

生育時期 1-::イ中去し

I~' 莱}立生育 l三イキフ

キラ勃し，

寸4τ すま ァ

1 ， 

同イLゑ物 l主，

る告PA立に遮ャ。、 iユ衿勃し，

lレぞ一渇ヒな

の弓

のため

の構成物質

生手

弓の署長官

あつつ

ι 本~らの亨艮もι孝}え告レ

の L ネ

ヲ会動中 I~"' 葉マ、生

とれ

ι， 

る。

る
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産ざJflt:，尤令及、産物の 7ち?一部 1ま茎葉の維

持の tめに夜間されるが，大都小 11までが i二

神主・肥大都往へ衿行し 3 刊の一部主エネ}レギ

一環‘とし寸伎同し寸棒成物質を令成する。ぞ

れ寸，マの業の生理作用ド衰える乞，九令成

産物 l~ 主に守の葉の維持の Tュめにイ史問され，

さらに危イじが進じと，号の菜のオ養成物質ド今

解され p 一都(主 ιレマ h蓋事 i¥J令物) I立神長・

月巴大都柱ヘ転予九しう 一部 i立昨日及!二ょう治安さ

れると?をえられる。つ j ~ ，九会特有ご鳥仏し

k場合，生理作用が来えつつある葉 i三おい寸

i主ヲ構戚物質の分解が促進され， 当の一番~ ~ 

IÞÝ~及基質とL- "1 ~.史問レヲ ラ合意力中 I¥:，'葉マ、生産し

t初賄丸令成産物を有の業の維持の kめの呼

吸基 l噴 ιしマ多量 j二消費すると t [喜ないもの

ι考えられる o

しがし， 尤糸イ守ド枯鵡 i二?もイLし， 茎藻ボ匹、

盛!こ生育し"1 ¥，、る場合、 iこは?初期札会京産物

の維持呼吸)三伎われる主Ij令ド、増大すると k も

あると売えられる。

5 5 



V.“初期光，令万丈産物ロナロ及'¥“貯蔵物質

nt吸"，“生長 U1'D:及'¥九it持呼吸"
の相互間保

前零ま γ に呼吸 i辛口守口及基貨の経類 I~ 基プい

1，“初期払合瓜産物呼吸引(Rp )乞 μ 貯蔵物質口千

ロ及"(Rs)!こ今けられるニ!: ~指摘し t:- .一方，

呼吸 i亭弓の機紘 i二基プい寸，生長呼吸 (Rg) と

維持吟吸 (Rm)に小け寸考えられ寸レる。

寸 ζγ 本孝寸・・ l立， 日手吸能干.;J- び‘同イじ14CのB子

吸・体内各部イ立へのか也事11{トウぐ群主主内の相互込

蔽程友可七時処理 l三ょっマど‘の殺に交イじするわ

を詞査し， Rp r'v> R 5 ， Rg /""'OJ Rm聞の量的関係主検

討し t:...結果 1:' づい T辺Lぺる。

1979 ヰ 6 月 20日に 56.Lパットに 10cm x 7 cm 

の対桔t友， 1株・ 2本土イ衿植し t:-.・ 7 F¥ 

21 B I之上記のど k く準備し七数値のパ・ γ ト五

~ 8函のよ?に懇話し(j主ぺ， x仕の株乏欠

株ヒしパ γ ト上の株の位置によ〉寸 A，B，c，D， 

E 株 k令アロし t:.D 株聞の相互込薮桂友 i志 A 株

γ 最も}~え， E株寸前議 b 強いニ ιじなる。

幼穂、付手期( 7 円 21 B 人A穂、期( "8 1=¥ 5 ¥3)) 
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第 8図 相互遮蔽効果を高めるための扶の配置図

日)1こ， A 7 

同作直後，

売れぞれ

R 9 8 f-i 21 臼)， 

E 株 i二14C02を同イじさ tt，

終日号~~f\守し熟知(

B 

及

2 

4 月2.0 EI) Iz.拭利五

' 
B 4:灸 l二 A2 

9 

7乙 e

各 14C02同化‘日の

士0.5・C)Iこ衿し

収穫期 I

キ朱乞

回

復 γ採取し

を5き苅(25 

ら守、

呂に地上部，

まt:..，時処理開始時め品物宝，

2 

林郁 ~\l 1こ呼吸萱左京1]

' 
日8 ミ

「
「日

文 日-í~及

萱の浸1)セは B，C Dヰゑについ寸も行フ

日(衿3 

fニ.

8 f¥ 出穂、始め l~ A C， E株寸‘・守れぞれ
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植後 44目白人 8 月 3---4 E¥， 8 1=¥ 4......5B で

あヲ t-:..0 9 F¥ 20日( 92 E "e¥)に全株主収穫し?二

小， A ， C ， E 株 T‘棟、数 i正株当~ 15，10，8，会植物体

主 l喜 19.5， 12.9 ， 10・49/株，殺;全日 9.3， 5.6 ~ 4.5 9 A象，
葉面積 l主606，466 ， 335 cm竹tネ T¥ 主事者ぐ生音

末期~ ì'‘イ共給され t~ rこめ， 各株とも下位葉の

枯死J I d. I~ ヒんど誌められず， A ，B 抹マ‘ i手事れ

殺、が、今少あ"} T-:. 9 E珠の菜面積を案通校指数

にす奏覧する k 約 4.8寸前あヲ T乙 e

20 

一一全織物体重

茎禁・根重

• A 味
。 E 徐

/・

，.句、

• 

期腹自・・』V・1トE
 
τ母
国
) • 

B 

。、'--
4
F
 ，， -

0

 

• 
4
F
 

，
 ，
 

制

容 10

蝉

内田ーー
:.-_v  一ーーo戸--

... 

_0  ... .... ， 
o ... 

• 

。
30 ISO 70 90 

移擁後日数

第 9図 相互遮蔽程度の異なる株の生育にともなう

乾物重の変遷
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ィキR 乾物全A，E株 図9 弟変遷主主7 
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4ヨ

相互遮蔽謹度の異なる抹の生育各時期

に同化した14Cの収穏期における分配割合
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14 
生育の各時期 l乙向 4じした CO2の分自己主，1令を

第 10 函に示し k 。な 17'， ニの図 l立町 4じ直後の
14C萱i二対する割合で表示し寸あう R(p) l主同化

14 
4愛 2 日間の呼吸による C~高少量 ?R{S}i正問イじ後

141'" 
2 '8 Elょう収穫期 3γ・の呼ロ及による C減、少量，

枚、，茎葉・不良 ld:収穫期の14C分配歪を示し l "、ふ

との函によると，含L熟期(移植後 62 B H)同イじ

まγ‘ i主， A旅!:. E )珠 γ‘類似イ， 生育!こイ半い，

枚、イト郎主'1令が増加し 3 これに対応、し寸 R(同， R(s) 

および茎葉・根への令~~言。令が減少し， R(s)の減

少ド特に若しわフ七。弓の後 E 旅 γ、A 株に比

べ寸ヰ丸、介酉乙訓モトのイ島下ド若しく， 茎 U よ ZよRts}

への介昌己主Ij令ぶ増大し t=-。

日十吸能 i主主t育 k 乞もにイち下し， A 款に~~ぺ

第 12表 相互遮蔽程度を異にする株の生育iと

呼吸能 (mgCH
2
0・g-1.day-1?の変遷

移縫後日数 32 47 63 79 

A 株 27.4 31.2 17.7 8.3 

E株 27.4 23.7 13.3 7.8 

* Q10=2と仮定して測定前後2週間の
平均気温における{直に換算
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寸 E 株 γ、イ色小フ t::. (需 12表)。

生育期間五幼穂、特長期(移植後32 '""'47 日目)， 

単純・開札期(47 ---63 日E¥ )，登熟期 (63 ~ 79 B 

fj )に介け，乾物全(第 9 函 )314C分配割合(第 10

図)， iJt ~及能(若 12 本)の値ょっ 3 持れ千れのを育

期間の乾物生来霊 (flW )，呼吸量(R)， 14C 1ト色己主1)

令を托戸こし t::. 吋しマぅ とれらの雑史値~'用

い寸?各期間の総，光』令取量(P) I~ P = f:.W 十 R ， 

生長女ヵキ (GE) ¥寺 GE=AW/p ，さらに初期九ら瓜

ゑ物口令ロ及童 (Rp ) ¥事 Rp==- P X (同仏後 2 B聞の呼

吸による 14Cの方矢s:¥割合J，貯蔵物質呼吸童(Rs ) 

は RS = R - Rp とし寸求め r~ (諸 13本)。なも、'念、

の了乙めにさ1Gべると? との場令の RSI"d.巧の期間

の貯蔵物質を基質 k する呼吸量マ、、あっ，こニ

マ‘'1忍べ、寸いるR(s)はある時期に同イじさlY¥ t~ もの

が、取殺掛 l '1'、の会生育制五通じ、マ RS の基質と

しマシ高責され↑乙重である。

P¥主 E 株 γ、 A放に比ぺ l )いさくう:d. T-:.草案

光J令成能(P / LA  )ぢよび、GE I主出 j徳川間才tltf¥まず

iさ A 株 γ、E~株よl)大きし当の後ヲ E 株寸“で

や犬されフ t:.(第 13 友人

Rp / P lJ生育ヒともに値下し， A 株~ Eネ朱
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第 13表 相互tE薮橿度を異にする抹の光合成と呼吸の量的関係

項目

生育期間

株の〈幼憩伸長期) (出穂・開花期) (登熟期〉
位置

32-47 47-63 63-79 

総光合成量 (g・株 -1)
A 

E 

ス

ノ

只
v

一d
l

ワ
5

・
・
-
-
-

6
3
-
6
1
 

A
z

・凋，
a

単葉:7f;合成詫(mg・cm-2)*
A 

E 

10.0 

3.5 

19.4 

11.9 

8.0 

4.0 

13.7 

14.8 

生長効率 (%) 
A

E

一A
E

0

1

-

O

J

Q

J

 

スJ

女
ノ
一

4
t
n
ζ

0

2

-

・
・
一
-
-

r
b

広
ノ

-
n
u
n
u

一n
u

ハU

Rp/P 

Rs/R 
A

E

 

4
5
-
5
1
 

一

円

/
-
n
ζ
-

女
ノ
に
ノ

女

ノ

《
U

一
・
・
・
・

6

4

一c
c
o
c

ス
ノ
ス
ノ
一

9

1

一

円

/

}

門

/

』

一

λ
斗

n斗

フ
-
ヮ
，
一
・
・
・
・

ぷ
u
f
o
n
v
n
u
n
u
n
u

貯読物質呼吸能
(mg.g-午day-') 

A 

z 
5.7(6.8) 7.8(8.8) 4.7(5.9) 
7.6(9.0) 9.5(10.7) 3.1(ラ.9)

( )内は Q10=2として 2S
0
C下に換算した値

*単葉党合臓を=総光合成量(P)/葉面積(LA)

γ 差 i立言RSめられなわヲ Rs/ R I喜 A 株 γ、Ia..

生~とともに増大し? E 井朱 γI"d-也穂、・関投』納 iユ

長五 γ， 可の後:イ色下し? 寺七， 出穂、・開At』期手
マ、 iユ E キネマ、 A ヰ朱よ うえさく， マの後進車えした。

貯蔵物貿ロ守吸抵(r 5) I在出穂、・開札期にわ I} マ上

昇し? 咋の後イ色下し j tン出稼;・間才色知 J "1'、 l事
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第 14表 相互謹薮程度を異iとする株の暗処理後
における全植物体の呼吸詫 (.mgCHフ0・
g-1.day-1}*の変遷 ー

E 抹て・ A 林ょう誇1 く? マの後むしろ A 株で語l

者、 7 t乙。

口千 B及有色体幼ヰ克・神主翼~ ¥" ih本丸・開才E，明ょ う告<..， 

A 旅で E妹より需l勺時処理により急速 i三位

下しと(笥 14 本)。

タ一局 繋

乾物生産量 i事総、九令万及、量 ι 呼吸量の jt(~w=
P-R) イ'あっ，総・先J 令成量 .l~ j手菜危令成能( p 
/ LA)ι 葉 E積(LA)の積(p == P / LA)<. LA )寸柿あり?

3た終、党合成量 ι乾物生友量 k の問符、 U 生長

拘キ(GE ヱ sW/P)で示される。

d.wウぐ E ヰ朱 γ‘A 1朱 i乙比べ寸小さし、のは， 込ヰ丸、
開夜1 *~ j -C‘l事 P 丸、よび、 GEが )J、さい ドめイ‘あり，
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P 有ぐ小?いの l立業面積 (LA)ヒ尊来九合病能(

P/LA)力ぐ共に小さい 1乙め寸"あう，登熟知におい

寸 l志?雨林閉じ単来光J令風、鈴 L、よび、 GEのゑ i手

なく?葉通検ド jトざい主的寸"あ 5(第 13永)。吋

れ古文 E 株寸¥¥ A 株|之じLぺマ乾物生彦他方ごゐし、

の ri蒙面積が )1、さいこ乞が、主因であっ，守れ

!こ加え寸単葉光J./会京協 ι 生長~力苧ドイちいニ ι

。ぐあ'T"られる。

Rp/p の林間差 Id:訳、められずF 益~1t ιι もに

!}Í\，下した(第 13 ネ)。乙のとと I~ ，先I会成iιRp

の制令 11生育時期!二ょっ寸!害事ミイじするが， 生

~~~，牛 lこよフ l Itめ3 り惑とイじしかし、こ t~示

すもの寸"ある。 Rs/R 1幸生育乞ヒも iこ上昇する

傾向!之め~， E 林マ、 A株ょリ大きく，生肴後

期にこの関骨、'1逆転した.. j t-:.，時ヌst里 2 B 
Eの呼吸能 ld:1~ --16 mg・g-I• day行。生肴時期 y 本朱

間差}"J:)トさわフ t-:.{議 143長)。

以上のと ιわら1:..肴!二乞もかし、光J合、戚有乞〆

イ色下し， Rpも佑下する 4ぐ， Rs I志ヰれ!ヨど、表イL

tず¥Rs/Rド信l手る k解会又される。

MCCree20)iL色令なうも c条件マ植物五 ltl ，尤

そトポ ι呼吸を測定し， R 1志 P に比例する都小

6 4 



と， キ直ヰ勿4本支 (w)1乙じじ仔リする事予 4ト i乙クトげら寸Lる

ヒしマ? とれ与の関係乏 R こ kePG + rmw 寸"示し3

ke 乏生長官守吸係数フ rm 乏維持時吸音色 k 口千ん 1三

吉t:.，ThOrnley48) 古パ 7子リアについ寸の突後
結果左う!問し寸，上誌のMcCreeの式乙類似のだ

別、得られるこ k を拾摘した。

マ乙 γ， とこに得られ t実験結呆を問 ぃ t，

生裏口守口及と~&持ロヲ q及を McC闘の自得衣;ょうオぐわ

十三，寸なわち?各生育時期ご、~ I二，えト株の乾

物生注量九、よぴ守の期間の平均気蕊に換業し

t:.. 呼吸量主導也し， とれらの値君、ち総‘あ令戒

有色 ι昨日及能ヒの間保図(系 11図)を作リ，得られ

30 

/ 
./ _ ....... 
/' ~. 

幼穫伸長期の回帰直線 Bんシ~A_.-
出謹一婦直線しみグ
luff/ ， F ~B ・幼檀伸長期

↓ 主~/ë ・出穂・開花期

~ /'  ...登熟期

，ペ--z-ー各時期

R- のデータを一括した回帰直線
/-.....H 

/DAed 

r-、

「

ihdω
出
〉

-

出

b.O 
8 20 、、，〆
山
但
出
閣
を

， 
a ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 

， -

， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 

10 

o 20 80 40  60  

-1.. _ -1 総光合成能(mg.g-'. day 

第 11図 相互遮蔽程度が異なる各株の総光合蹴Eと呼吸能との関係
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九回帰造線のイ噴きを生長呼吸係委矢フ y軸との

初J}ちを維持昨日及能 ι し寸， 持~ l'れの伯左京

めと{第 15~ぇ)。勺お?登葬会‘期につい l Il相聞が

言忍められなわフ h の寸いとれらの値 l左手企史&永

なわヲ T二。

ざらに， MCCree21}l品Eきた理48時間日 以降昨吸

有色!手 I~ I~'・一文 ι なるため， この時点，の呼ロ及乏

維持呼吸 ιフ考える之 ιド忠来るヒ提支し t-:.." 

まTこ，山口・田守 53)l~ トウモロコシにつレマ (a)

色然条件わち暗所 iこ衿し y 生長部の神奈が停

止し T乙 8B 自の呼ロ及室 y ま t~ 1志(b)サラ U ネ γ

トなど、により込先J経友左〉欠弟に強め T ゆき乾』

第 15表生長呼肢係数〈割合〉および維持呼吸詫 (mg・gBT，day-1)*の試算

生長呼吸係数〈割合〉 維持呼吸能

推定法 株 (幼謹 (出穆・ 〈幼謹 (出穂・
伸長期〉 開花期〉 伸長期〉開花期)

回帰直線接 A-E む.18 0.14 19 14 

若処理法 A 0.23 0.19 16 14 

( 2日間暗処理〉 E 0.20 0.12 16 16 

若処理法 A 0.26 0.26 13 9 

( 8日間培処理〉 E 0.29 o.ラ2 10 8 

* Q10=2として 250 C rc換算した値
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守勿増抑量ドセ、、口になフ Tこ主き(色祭:光』の 6 %の

九5貧農)の B手口及萱が， 当れ子れ H昔た埋直言、 J t:， 

l ま白熱:光J オズ能了、の呼吸童の 22~23%t'、あ 7 た

の-1"， ちた:各件下!こあ、 Ljる呼吸の 20.%う堂、〆維
持呼吸イ‘ある k 売えた。

そこ T ，時処理 2 B 自あ、よじ:、 88g l7J ut~及

き維持ロ守吸(Rm) と仮定し?暗免~r里直前の時吸

と維持呼吸 ιの差乏生長昨吸(~g )としマ，生

長昨ロ及割合(k)1 Rg/Pより求め t:..(弟 15 )長)。

これらの結果によると，凪崎直線ょうだめ

t~ rm(25・cにおける)は，時処理 2 日目的呼吸官も

と l~ Iゴ一致しれ力ごう 8 日自の倍より久きわ 7

h。 まt:....， 時矢B 理 2 日 g の~口及左手￡持呼吸 ι

発えると，日昔忽窪去による k 生長呼吸係数 t~

幼終神長矧寸前 0.20--0.23，丘、枝、・開花新 γ0.12"-'0.19

イあり， 国リ帯直線法寸“采めたイ直と l寺{ず等し L¥

なわ、，会生肴時期こ、‘ ιの回帰直線と 3 生育

時期乏一拾し t回帰直線 t I幸芳しく要ヲ'( l、

七(第 11図)。マれゆえヲ生育時期の裏手る植物

体の呼吸位ヒ終あ合成説(あるい ld:乾物増加能)

との回帰直後ょっ rm .t .r，g 五解析レ τいる例〆

あるが、'との方去のイ言頻)t生日イ6¥.¥，、 k方えざる
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を得ない o

つずに，時処理(2日目)宏 Jt-:.. ¥立回帰査線法
14 

ょう求めた維持吟吸 (Rm)ιC法ょうポめ k貯

蔵物質昨日及川s) tの関係についマ也べ、る。時

短 Ji.開始、 2 日自には初期あ令瓜産物ほう常脅し

尽くされマおり， ~ t:..回帰直線法 γ・総‘先」令応、

能。ミゼロの場令にも初期光J令減産物}事存在レ

ない乞考えるべきマ‘あろう o マれ古文，これら

の状筏.にも、 11る維持呼吸はすべマ貯蔵物質に

土ゥマまわなわれ寸いるはす叫寸いある。 し方、 lノF

14C法より求め k貯蔵物質昨吸能(町 250C 換算)

l主幼殺，ィキ長期ヒ也稿、開札矧で吋れ千れ 7~93

9 rv 11 mg .g-l. day-1マ‘あり， 回帰遺李主夫および‘日昔

処理(2 日目)去寸。オミめ k維持呼吸能 (rm，250C挨

算)1主雨時葉f¥'""{"ヰれぞれ 16......，19 314~16mg 44・day-1

」て“あり， rs の方方川、ざし、。すなわち，時えB理

法で回偽造線うま γ、京めた維持口幸吸の基質ヒし

寸 l主14C法寸いオてめ r:.Rsの基質にウ口 λ マイ奇ちわの
基賓が、消賛され寸レると乞を元、しマレる。こ

の亨豆漬 ι し寸 i手，伊jえ!ず山口・田中53)によると

暗匙理 2 B B -c¥‘i手引き続3き神T支部位τ，. l~ 神奈

力ぐ統し、マいるの了目ヮ寸，前記の才去で採え
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L f:..維持呼吸 iこ日既存組織の維持のみ寸叫なく，

初期丸令成産物不足下における体内物質の再

縞成の t~ めの呼吸も加わヲマいるとも希えら

れる。

レずれ iユしマも，以上の結果によると p 生

手呼吸係数(制令)1三対する生ttふ件のお響 l-;}11、
?レド，維持日守吸能ゃ貯蔵物質呼吸能 IJ:ふイヰ

によフマ J変1主力するために P~YJ期先』令威産物呼

吸ケ貯蔵物漢口千日及3:“生長BTDX'J4維持口千ni'の量
的関係休校雑マ‘あり?との綾雑な関僚主解明

する kめにはう 生育ふう牛五色令に変イじさ-e， t-=.. 

場合の各呼吸の変イLP).;]土方主詳細 1::調査レな

ければ‘ならなし¥
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vr. “初期光J 令万~友物昨日及'\“貯蔵物質 ut

日吸及

関イ係系 lに二わ行、よ i凡守ず、ψ、す環歩琉乞条伶の景糸2雫響1 

前章寸 7μ初期た合瓜友物呼吸九“生長呼咲19

“貯蔵物質口f吸"ιu維持呼吸日号れザ、れ必ずし

も免会!こ|ま対 lR、し"1 1孟おらず， 光，条件ャイ本内

!こお 11る貯蔵、物質の童 l二ょう， 巧の対 Ú~， 関イ字、

ド変化するこ k 五指摘し T乙。

マ乙寸‘¥E月・日告処理，長期間のう亘友忽建立行
ない ?14C02の放出経逸 y 呼吸能 y 払令成1f色等

五測定レマヲ上主己の守れそ"れの呼吸の相互関

件、につい寸詳細 i三調査し t:."

失検 1.14C02の放出経過ぢよぴ守れにも、よ iず

す光』た予皇内部響

1980 1f-7 月 21日に播経し， 8 R 3 Bに 56五

怠パ‘ v ト!三 1株 2本立で 24株主移植し，ずう

え主寸"生育させ七。弓の後，第 6 来期(8 R 24 

a) I二上言乙ノぐ γ ト 2 イ国主気通五 25.c に保フ t グ

ロスキャビネ γ トiて移し?明期 12時間・時期 12

時間 γ‘生育させ k個体に， 8 月 29日， 9 1=¥ 5 
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o 38 

掻種後日数

45 

I 14C02同fヒ

出器期

52J56  

'--__  --11 -1 2時間明・ 12時間ai(対照区〉

1 4日区

T日区 I

08区

ν/  / / /2  4時間培 〈暗処理区〉

第 12図実験1の実験設計

日 9 ~ 12 日に14C02をf¥1じさせ〈それぞれ14C問

.1 ~B わら 9 月 12 B g寸"の日数によ勺寸 14 日区，

7 B 区， OBZιny ，-1;‘) ，さらに弓止l!.f¥'れの u色

五 9 fl 12 8 ょう 20.トし，マれまイ返りの I2時

間 E長芭(対照.区)t B昔刊で生育させた区〈暗忽定

区)五言及 iす? 会イ本寸"6処理区主イ乍っ十乙{議 12 函)。

ER熱防最後の 30ゐ¥前 i二 4株(対校区，時処理

立方それ勺いれについ( 2会朱プつ)五まと上寺1J-~土也

下計五.ztJ~ I之14C02測定箱(第 1 ~)に言支蓋し，会色

上告予言下ゐ¥を蜜間後 p14C02を 30-1.ト間同化させ，

同イし終 3 後 t~ t~. ち!こ14C02 放出誌友の現lj文を開

7 1 



14 
始レヒ。・ CO2同化株 l立 9 月16 13 I二採取し t-:...0 

乾物全， 呼吸能の刻7r.lユ14C02l51イじ株以タト!こフ

レマも 8 月26日より約 4 日毎 l二行花、フ t:..g 

日守口及令もは生育 ι k もにイ色下し f:. (M 13 函)0 J 
t:， ， 日昔叉巴予豆 i乙ょう 1 日間 γ、落レくイ卑下し， マ

の後 4 日目喜ず徐々に他下し， ¥， 4 B E¥ :"f、 0..89

2.5 

I~ 1-¥Jf 
b.O. 2.0 

ー-・ーーー-・ . コ E 十一一一 ¥ 

れ ¥
:r::¥  
コ E 三
b O¥  

~ _ J ・生長効率 ーヘ1.5t ・呼吸能 : 

1.0 
》暗処理的

-16 -12 -8 -4 0 4 

生育日数

第 13図 全植物体の呼吸能と生長効率の変遷

(実験1，生育日数は培処理開始日

( 9月12日〉を基準に表示〉
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mg CH20・g-I・hr-I 1二達し Tこ。対照区につし、マの生

長効率 1孟生青初期 γ‘約 50%で 3 生育ヒともに

上昇し約 70%にまし f:..(第 13 図)。

会植物体わらの14C02の放出ま及川芳.員Ijとし

マ 14C 同イ ~q急時間ヒヒも i乙他下レヲ マのイ色下主主

東日 14C02放出逸友を対数来示しマ判断するに

( 1 )同イじ直後の短期間(数分間)のよ昇胡， (2)与の

後，約 1時間の免、誌なイ色下期， (3)同化後約 1

時間目ょう 2 B El J ずの可成~かなイ色下1tR， 

f‘、
守陣.

日
-パ
E . 
ま
、-"

樹
制
迫
話。回
u 
噂同

暗処理開始

自

' 
1 4日区 hI o日区

A ロ対照区

i、. 培処理区
企
地根¥ a 上部

¥こ‘~

0.01 

ヘ
ゐ『、且f 、¥¥

LγT'Mpミ'zJ-Jて・--:-
0.001 

ロ

企手~ー~
¥ 

ロ。

-14 -12 -10 -8 -6 -4 -2 o 2 4 

生育日数

第 14図 1 4日区およびo日区の 14C02放出速度の経時的変化

〈実験1，生育日数は暗処理開始日を基準に表示〉
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( 4)守れ以後のゆるでわなイ色下期の 4 期 i乙外げ

るこ ιウぐ出来る{気 14 図)。ネR都わらの14C者矢出翌ζ

蔑 l主同 1(，後約 10時間自に最大 ιなりマの後徐

々 i之イ島下し f乙。

対照、~乙;対し寸官官処理区の 14C02 放也逸及 i手

時処理閉す台後日月らわに言1 J フ t~/) 

各区の対照、区のイ自体き暗所に衿レ寸れらの

呼吸能の変遷三弟 15 函(上)に示し I-:..0 時処理開

始時の呼吸秘 l志生肴!乙ヒもす示し、 F 地上菩'f>，想以

共にイ色下し， レずれの B寺実H マ、も本~--(‘地上部ょ

うl手商わフ t:..D 守しに呼吸 11生ニ誌の急時相

1: t明朗の直後 iこ葎1くヲ E菅期 6 時間El t東寺で

た、速にイ色下したが? とのイ色下山地上部では生

育イ灸業Rになるにつれ寸でで手業，慢にな〉九 q 時

期 10時間自の呼吸能 Il 8 月29H， 9 J:l 5 B ， 
9 ~ 12 8 ず守れぞれ土也J二者下寸¥.I志 1.1 ，1.3， 1 A mg 

CH20・g-I.hr-1γめに根 γ1it: 3.4， 3.2 ，2・6mg偲 20・g・1.hfl

寸いあフ 1乙。

えに y 上誌の呼吸音色の変遷!工対丸、す~ 14C02 
の枚出経進につい寸認ぺる(第 15m ， (中}L I4C02 

同イじ時期間での 14CO2放出逸及同地上部イ!手足

とんど1-ボ認めちれず
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変遷(実験1) 
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をにど・フ マ， 伺イじ後 1時間に 1毛、イら下し 2 その

後次第にイ色下レ t-:..t 林 γ・日間イじ直後の放虫逸

友 Il'4CO2向イL時期ド生育の後期 iこなる mど偽

下し 3 マのミ玄友ウご最高砲に走す~ ~ l" の時間

も示くなわフ T乙。

呼吸統 t14C02放也速友 k の祁対的関係三女口

る T二めに両希の比 (14C02枚ぬ誌友/呼吸位 2

14c02/ r 比 k 以下 l二時 ，1t) を諸 15 図的に永し t~!)

この直 11:， 生育の後葉~ I二なる|ミど，まも上告予寸叫
高1 j.う p 土色下主lSl" イ色下するイF員伺 I~ あフド。 手

14 
t:.. ，各時期のとの佐川地上部 γ le¥.~ .C 0 21可イL後

約 1 時間 T、定、速!こイ島下し? 可の後本長めマ緩力主

14 
1乙他下し，根寸" I立 CO2同仏後逆!二徐々に鼠み

るイピ真相が、めフ に。

第 16表 14C残存割合(% .実験1) 

対照区 暗処理区

同化日 同化後 試科 試科

4 8時間目採取時 採取時

暗処理 14目前 63.7 51.3 48.3 

培処理7目前 62.0 51.6 51 .1 

培処理開始日 68.0 64.0 60.5 
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14Cヲ文科割合 ld-対照、区で ld-同 1G後 48時間包丁・

62~68%， 支草食終 JH寺で 51(14 白区)--64 (0 8 区)

χ 寸前あり，美、検終 3時に 11-対照区ょう 時処理

区寸、ソj¥さな値をす、したウC，勺の差 11)トさかヲ

Tュ(第 16蒸し

史、験 2 .時処理後の九令万児期間防長さが、14CO2 

者支出t におよ iずすお響

1980年 4 A 26日に捲縫し?実検 1 ヒ開放に

生脅させ，様、李矧 (6円30日)I乙余介の今けフ五

七刀玲しマ 1 個体当 'J 茎数五 3 本に吋ろえ， 7 

月 4 日ょう 7 R 7 B ~ l" (約 72時間)プロー入弐

ャビネャトマ‘ 25
0

C --C"暗免建し T乙 o 与の後植物

14 
イ本豆地上寺~上想都別 l乙 CO 2剃文箱 i二言及遺 L.. ， 

明前 γ通気しつつ， 0・仁川 6，12時間(以下， pO.5 

p3 ラ P6，P12Ek省国各する)光合威主行なわ-tt.，

この期間の丸会戚能を測定し，た毛トボ期間の

最後の 30-1ト聞に i在地上初の CO2和党結五 't開

手、とし-C
14
C02~問イL さti. t乙. マのイ灸， .. :j J . t~ i:乙

ぴ BをえE理し，実検 1 ~間放の:0京 γ 植物体わ

らの14CO2の放也ぅ呼吸能主地上告予 p 根 tp!iiIJに

約 48時間測史しヒ(気 16図)。
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PO.5区

p3区

P6区

P12区

I 14C~司fヒ

明処理

1I I I IA 層処理

第 16図実験2の実験設計

地上部内 B守口及能 l志明処理の時間以予くなる

につれ寸存¥~う， B音'f.8予里イゑにイ色下し? 各区と

も約 30時間寸帥一戸こ倍に迭し， 守の値 ld:約0.59mg

CH20・94.hr斗 γ あう， 日月充足理古前のイ直k. II Iず同じ

寸“あフ t~ (第げ図(上))。井弘の呼吸払 l喜時処理開始

後レ Ia:-"うくの間前まわ光令滅時間ウご表くな

るにつれマ 3 最高憶に支するのに時間主零し

十乙 。

誌上都わちの 14CO2放也速及 ld.P3>p6>p12の )1長

γ大きく、 同イL-1友約 1時間Ei jγ‘急速l二イ島下
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第 17図 明処理後の呼吸能、 14C02放出速度、

およびそれらの比についての変遷

〈実験2) 
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し E マの後対数ゑ示寸い Ia- I~" 一定迷友 γ ィ色下し

t:... 0 なお 3 文、検 1η 乙"とく同イじ後の短期間 12.

お~' {一時的 1"2.放出速友が声Iまる傾向主示さ

なわフたの ih14C同イL後の14C02放ぬの測定方ど

美検 1 ょう 10~154ト返れ七七め γ‘ある。根部

わらの14CO2放出迷友 li初期においマ P3>p6>P12

の )II~，-t‘久きく 3 同イL後 3 .-...， 5時間 iユ上昇し，

?の qi生也上菅予と平 4すしマイ色下した。

14C02/ r ~b I守地上部 γ 日 p3>p6>p12 の)1設で久さ

く，枝野で i喜た理問差}事認められず 3 土也 Lt-l¥ 

に比べ寸著しく jトさわフ r:....0 

以 上の結果 i之基ブい寸光令成 k 呼吸の収支

ょう生長呼吸訓告ト 2算&した(笥 17ネ)。生五呼

吸争j会の算也 l三当 T乙つ寸明知埋直前の貯蔵物

質ロ守口及量 l手ヲ 守の後も一党マ‘ある乞イ及文レ 3

明処理 l二 J フ寸増加した呼吸を生長呼吸ヒみ

なし 3 生長 B宇口及量の幸之丞を棋王、、的!こ諮問図に

芳、し Tュ。 T.j、~， こ の図?、 l志石及毛糸 l喜日月婁H五 3 実

線日時期五示す。 J t~ ， ~月期の純光J 会ヌ弘、受 lit

P3， p6， p12 寸 iき33ヲ 1053mmg CH20/イ国外であフ

t:.-。

生長呼吸制令 iき処理問ア!a-~んど‘乏がなく
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第 17表 培処理後の明処理期間の長さが光合成

と呼吸の量的関係におよIます影響〈実

験2) 

4，0 

( )内は HC呼吸割合(=1 0 0 -uC残寄割合)

*単位は mgCH
2
0・億体ー1

総光合成量=明期の純光合成量十明期の総呼吸量

生長呼吸割合=明処理により増加した呼吸量/総光合成量

... ... 
， 

一一明期3.0 
JP¥  
J 

培期
r 
J 
r 

2，0 r ， ， ， ， ， 
1，2 。 10 20 

明処理開始直後からの時間 (hr)

第 18図 生長呼吸量の変遺に関する摸式図(実装2) 
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第 18表 培処理後の明処理期間の長さが同化後 2日自の

140分配割合におよほす影響(実験2) 

処理区

部位

PO.5 P3 P6 P12 

穂、 1 .2 1 .9 2.2 6.2 
展開業 33.9 . 15.4 17.7 20.4 

未展開業 7.4 5.9 7.0 11.2 
茎 24.5 15.9 15.1 22.3 

根 1 .2 0.9 1.4 2.6 

議存割合 68.2 40.0 43.4 62.6 

16 '"'-21χ であっ T乙(築け表 L14C死存主11令 i志P3くp6

く p12の )11真寸いえきわフド。

14・
問イL後 2 ElE¥の C1ト也事I}会 i志 0.5P区で枯l2!.二

比べ展開業， 茎 T、言Iく，株、でイ色く， 0.5 P iZ以外

寸¥' 1本各部位での今乱事Ij会ドP3<p6くP12 E l7> JII良て‘

事¥a フ T乙(第 18ゑ)。

失、検 3.H昔処理胡聞の fえされ14CO2の枚角速友

におよ iずす影響

実草食 2ι 同採 iユ生脅させヒイ図体 i三つい寸，

7 ~ 6 日ま T乙 l"d- 7 F1 8 Bより 時処理五時拾し

f乙芭五作り 3 とれ i二時処理をしなか.， tニ巴を
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。口え寸時処理知問主 4 日官 2 B 1 0 f;l (弓れ吐いれ，

D4E3D2E，D02 ヒ以下!こ宕略する)とし， 7 

fI 10 日!こ 14C02乏 30ljト問問 4じさせ雪 同イじ後手与乙ご

B音免震を行な L、'地上部のみについ T 呼吸能

および14C02の放色経迭を約 15時間刻文レ Tニ〈第

19函)。

D4区

D2区

DO区

I 14co:i同化

仁二二二コ 1 2時間甥・ I2時間培〈対照区〉
rll71 24時間暗〈暗処理区〉

第 19図実験3の実験設計

呼吸能 ld:D2 il， D4 区 l二比ぺ寸 DO 区マ‘大きく，

各三とも時間の経也につれ寸イ&下し， D2， D4

~マ‘ l d: 7-8 時間後!二 I~ lず等しくなフ t::-(第 20~1 

14C該当逮j室内 DO>D2>D4芭の )1民γ 久きく， D23D4

区ず i 喜 7ー 8 時間後に r~ 1ず等しくなフ 1乙。
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第 20図 暗処理期間の長さが呼吸能および

14CO~支出速度におよほす影号車〈実験 3 ) 

第 19表 l鐙処理期間の長さが同化後 1日自の 14C
分配割合におよぼす影響〈実験3) 

処理区

部位

DO D2 D4 

穏 9.0 1 .2 0.4 

展開葉 21.7 47.3 56.1 

未展開業 5.7 14.4 16.5 

茎 24.8 16.6 12.4 

根 1.7 0.6 0.6 

残存割合 62.9 80.1 86.0 
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1モタ長存守1}令 ItDO，D2 ， D4区 γ・守れやれ 63') 80， 

86 %であっー暗欠g 埋期間折、~ ¥，、 l寺ど 14CJ記存t'l

モトポ大ぎわフ T乙(第 19ゑ)0 14C穂‘介自己令i令!事 DO>D2

>D4区の )1良τいあっヲ 14C)長開莱ぢよぴ14C未来開

葉少酉むきI~ 令 Ij DQく 02く D4の)1民マ、あフ化。

失致 4.長期間の追友処理〆初期丸谷丸、ゑ物

呼吸勺貯蔵物質昨日及，生長日守口及，維

持呼吸におよ iぎ、すわ智

4 Fl 26日に捲殺し 3 美恵会 1 と同校!こ生育さ

せ T二後， 7 1=1 10 8 (切手忠形万~\期)ょうアロース共

ャピネ γ ト("~才えの温度乏 20 ・c と 30 ・ c の 2 ~ 

!乙設定しげれ号、れ 20C 区? 30。C 区と f祖国各す 3)，

日長 i立10時間{投開 14時間)i‘生肴させ七。ザし

寸? 守れ与。れの区 lこづい 7 7 月 18 日 7 月 25

8， 8 月 1 日〔出穂、・開花期 :20。C 区で 8 月 i 臼3

30aC 区 γ7 月 25a) I二14CO2五同イt..( 2 0 )lC' i )させ y

14
C02同化個体E伺仏後 2 自国 i二 4 株づ7、つ抹取

し k o 日す吸の現lj文1314C02同イし後 2 耳目 i二株取

する個体 l二づいマ?旅取の芦lja仁土色上都 ι私
討を別々に行なフ t~ 0

なわ、，創失明問中の丸
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温・水温 l志守れそ“れのえE理庄の温友!こ制御した。

l t~ ， 5 円13 日に婚経し化水絡につい T 弘

同様に生育させ k後 8 Fl 14 日にプ‘ロース有

ヤピネ γ ト i二移し? 35。C(3512E 乞省喝各する)，

a iえ10 時間 γ 生育させ， 8 J1 16 B (主力総・伸長期)

8 F¥ 22日(血熱・開花知人 8 f1 28日(私熟初期) 1乙

14C02を TI¥1L ! t ，上記ヒ同様のヲ員'1定乏行すまヲ

T乙。

生長効字句よ五、14Cタ丈存事'1令 i事 20
0
C 区了、 l手

生75ヒ乞も iニ事13h300C区 7・l喜良枝、・開札知

γ もフ k お存¥"、イ直玄示し， 350C区了時生育 k

とむに後下し七(笥 20表)0 J t~ ') 乙れらの値!志

200C E !こ比べ寸 3obZ寸いイ色くヲさらにイ話l区

k. ~ aiゑ初字ポ14C拭存事I!令ょうイちレイ直左示し

た。

総‘光合万民、宝 l主20・C 区了、生育 k ともに増久し，

30335.CET、以 ~J徒、・開花期 τ、‘もフとも晶、、値

五庁、し t-(第 21来)。貯蔵、物質 ut吸脊色体〔総E尤会

瓜託 x (
14
C魚、私制令一生長効キ))よリ本めた。

この呼吸能 l<l-20・cT.生育 ιι t>l二増久し， 30 

。cマi:h元忠・開花期 i之おいマ着レくイ会下し， 35 
E マ注育とともにイ色下し j~ (第 21 本)。
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第 20表温度処理に伴う生長効率と 14C残存割合

の変化(実験") 

処理温度

{Oc) 
生育時期

幼謹伸長期穂苧期出穂・開花期乳熟期

C

0

5

 

nζ

弐

ノ

ス
J

生長効率(%)

57 60 63 

51 

46 

60 

44 

37 

30 

同化後2日自の14C残存割合(%)， 

20 67 67 74 

30 59 60 55 

35 73 64 55 

第21表 温度処理が光合成量(p) .貯読物質呼吸能(rs ) • 

維持呼吸能(r，m)におよぼす影響〈実験4) 

， 
生 育 時 期

処理温度
t 0 c ) 幼穂

穂苧期
出穆・

乳熟期
伸長期 開花期

P (mgCH
2
0・個体'，-1.day

四

1) 

20 139 260 436 

30 210 341 286 

35 369 634 417 

rs (mgCH
2
0・g-1.day-1)

20 6.5 7.5 10.0 

30 8.0 0.0 11.0 

35 28.1 21.9 14.9 

rm (mgCH
2
0・g-1・day-1)* 

20 12.2 14.3 10.9 

30 24.1 16.6 24.0 

35 25.7 34.8 26.8 

*生長呼吸割合を0.25と伝定して算出した
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14C終:介配制令 Id-生育!乙ともかい 30。CE1‘若

し〈言1 J.つ 3 35。C 区でイ色下し T二(第 22ネ)。

第 22表温度処理が2日自の14C分配割合におよぼす影響(実験4) 

生育時期

部位
幼穂伸長期穂苧期出穂・開花期 乳熟期

20
0

C 区

穂 2.4 5.0 7.0 
展開業 16.7 16.3 20.6 
未展開業 9.5 3.0 
茎 35.5 40.2 43.1 
様 2.5 2.7 3.2 
残存割合 66.6 67.3 74.2 

30
0 

C 区

穂 6.8 10.4 30.7 

展開業 17.9 15.8 9.1 

未展開業 2.8 
茎 28.5 30.4. 13.2 
根 3.1 3.2 1.9 
残存割合 59.1 59.8 54.9 

35
0 

C 区
穂、 9.1 5.4 4.2 
業 27.6 21.7 16.5 

茎 35.5 34.4 32.1 

根 5.1 2.5 1.9 

残存割合 77.3 64.0 54..7 
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F号 車言

前~ J -( 1之昨日及川マの基貨によっ寸 μ初期九

モトポ産物呼吸"(Rp) t Jt貯落(;物質昨日及"(Rs )に

今 111考えるこ kウぐ也永ると七を指摘し t-:...v 

一方，昨吸!事マの機能によっ μ生長呼吸"(Rg ) 

ヒ“維持呼吸"(Rm)に今 '1τ 考えちれ T いる唱

しわし， RgιRm 左直持実現j する乙~ 1手不可含色

イあっ?戎在， Rp ') Rs の関係をう良1):えレ T，Rg=
Rpヲ Rm=Rsιイ及定し-c*めマいる場令ゥミ今 L、o

しつ、し，本研髭イ明朗(14Cうえ)k 時期(B昔た

理玄)の Rsボ必ずしも一致しないことが‘明らわ

にも?っ ?Rsiユ住者 E寺境円ヤ鬼条件 l二よづて J友イじ

する可能 Jjをがめる乙 ι 五拾摘し t~ "マ乙~.、本

1=γi守各呼吸の関係五詳細 i乙解析する B的で
14 

各種のた定会件下で CO2 ~円イじさii:， その後

の積物体わらの14CO2放品速友および呼ロ及税左

経時的 i二測定し t:..0 

14C02放出迷友 i喜美験 1~ 3 を通じ寸， 同イじ

直後芦豆期間l之上昇する部分があるが 3 とれ~ i合

くと同化後 1時間以内マ、川急、遠 iユイ&下し，勺

の後徐々にイ島下レ T::..9 さちに，突事会 1 による

ヒ与のゆるやわなイ島下旧対数本示 γ‘ 2 7 の直
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線に介けられる。すなわち，第 l の直線 l"d問

イし後 1 時間自ドら向イじ後約 2 B el ヲ 気 2 の直

線 l専守れ以降寸がある(第 14 図)。

発 1 の直線および、第 2 の直線寸前示す乙との

できる14CO2の放弘迭友を守れザれ「工， k ヒする

ヒ， a昔又喜予宝の 14 日および‘ 7 日前 i二同 1~ し t~ lE 

1 3込 l二し寸ヲ

In rI =一 O.0437t-4.361 一一.........① 

1 n rlI = 一0.00642t -6.851 … ・・..• .. .② 

T・3立似 T・きる。 この渇令， r工ヲ rrr Iき問仏14Cの1

単位量当つ， 1時間当りの14C放弘法友であっ?

t 1手14C同イL後の時間 T‘ある o

したが・フマ①，② l守

口=0.01 28e-O.0437t ……一①'

rn = 000106e-O.00642t …. -.・・②'

と及型ーできる。

〉欠 i二，上記の14C放出速友関数(r工， rn)の内

軽三本金討する T乙めにう 14CO
2同イじ後の14C02波丸

経き阜のモデル主作風、し T乙(第21 図)。とのモヂ}レ

iユ光J令方()1乙ょっ植物体内 l三耳又う込JJh. r~ 1 単

位の14Cのふ自乙を模丸、イじレヒものマ、あり， 14Cl手

間イじ後， 同イι毛布柱わら社長吾下位 l乙転戒し， そ
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R， 

c， 

V1 
1-a ¥Y " a 

n m 

C2 

a ， b f C :分配率
V1 • 14C供給速度:

Va • 貯蔵物質呼肢速度 l

11 : 初期光合成産物のプール

II" : • 体構成物質生童の場 i

皿¥， 貯蔵呼底基質のプール

R2 
R3 

C1，C2，Ca ;それぞれ、 1.1. mに存在する1.4C量
Rl，R2，Ra : 14C放出量

第 21図 14C O
2
放出の模式図

のき予イiL_(
14Cの一部主昨吸 i乙ょう消費レ寸， 号

のエネルゼーによう各経成、かを合万九九一部

!手活物体の構瓜、物質 ιなっ，ーを'J)l宇一時的貯

蔵、物質 k なフ t後 i乙 Bす吸 iこようう免責されるヒ

イ瓦:定した。つ J ~ ，工，1II. 1立それぞれ初期あ令
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減産物，前蔵 Bす吸基演のプール， • IT. 1事体構成

物質生長の場寸、あう 314C同仏後 l二時間引、経"iliL

し TI，E，E l乙存#..する14C室主守れ千れ C1，C2， 

C3 としヲ 林株夙;物
i黄金ト成， 員守蕗;B守口及基質令政;

のための呼吸および貯蔵物質五基 f賓とする呼

14_ a U及によっ才丈~され T乙 C 豆 i R1 ， R2 ， R3 と寸 3.. 

マし l，14C 1志フスのさうに令色もされると依文し

T乙。

ます¥ 工かちの 14Cのア託生ーさ主友 V1 を

V1 = dC1/dt = -k1C1いゴゴし， k11a: v1の主主友定数)…③
一司

とする。 このよ?にし T 工わらうえ弘レヒ円C¥乱

立ヒ E に 1-aヒa のじじτ、配イトされる。 11に九入

した14CI手持オ完成物質令戒に関与する呼吸によ

る放也ヒ体構成物質に b と 1 ー b の t~で配今されF
E にうえ入し「乙14CI志貯蔵呼吸基質令成)-:..関与す

る咋吸による放出¥t.貯蔵、01吸基質!こ c ι1-Cの

比 γ配今される。 キし Tヲ員守薦文呼吸基貨の14C

!き V2の速度 γ、呼吸 iこより枚也され， との逸及

室

V2 = dR3/dt = k2C3 ( t~ t乙，"L.， k2 I何 2の悲淳史教) 一・・④

とする。

以上のイ及史 l二基ついくと， t 時間買の C3の裂と
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化 i去7豆l主涜入量ヒ念出量の差て、示すこ ι方ご T、

=¥; 

dC3/dt= k1a(1-C)C1 -k2C3 ..…. • ..⑤ 

となる。

六③主解くと 3

C1=01e-k1t (01 I立績かえ妻女)

ヒなる f.J，' t = 0 にがい T 工にがける 14C室主 1 羊

イ主量?あるとしたのて 01=1 となっ 2 し k 力ごフ

マ

C1=e-k1t .. 

-( if>る由

丸、⑤を鱗くと?

C3=K1EK2C1{D2e(k1『 K2}t-a(1-c)}

( 02 I本枝今足数)

とも: ~ ~ぐ， t=0のとき)C1 =1 ， C3=Oであるので
C3=i<1竺 k2 a ( 1 -C ) C1 ( e ( kl -k2)t - 1 )一……ー⑦

寸。ある

しにが‘ヲ寸，初期光J~ト夙友物呼吸}三よる 14C

の放出主主友(rp ) 1立

rp=dRl/dt + dR2/dt 

= k1 ( 1-a)bCl十 k1a CC1 

と考えられ? 乙れに⑥式をイて入すると
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rp= k1・{( 1 -a) b + a c } . e -k1 t… ③  

となる。

14 
貯蔵物賞咋 B及による Cの放 fu逸友(削除④丸、

ょう

t's = dR斗Idt= k2C3 

と希えられる。これに⑥，⑦予むを代入する乞

ぬ=kf竺2k2a (1 -c) ( e -K2 t -e -k 1 t )・⑨

ヒなる

呼吸に J る会14C放出ii丞友(r)は rp十rsγ ある

の?③式?⑨式ょう

r = rp十rs= me-k，t +ne-k2t ....... ....…-⑪ 
k なる。 k 長:‘し?

m=K1bK2 { ( K， -k2)( 1 -a ) b 十(klc-k2)a}..-⑪
n=J22aL1-c)・・ ー⑫

Tめる.
14 

さマ，美 ;~lJ ざI}\ t::. 1"1' Cの放出迭友の経時的変

化わらJ.t1， rr t me-Iポド，rn.と ne-K2t が対

丸、すると覚えられ ，K1 ld: 0.0 437hr-1(4.37 X hr-1)， k21'd-

0.0064 hr-1(0.64'% hr-1) ~なる。 J t~ ，体構成物質のふ

成 i乙ぢ 1jる基質友孝の B手吸 iこよるう育費全1}令(b) 

を0.35 ，貯蔵口千吸基質合万えにおける基質決意の

呼吸によるう古賀宅1)令(c )を 0.20と仮定し寸， ⑪丸、?
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⑫六 i二各イ直を代入しマ[ r. TII の百己令~t. a の徒

主;t(める主 3 マれマ‘、れ 0.16(⑪ズ)， 0.18 (⑫対)ヒ

‘なる。 L t~ ドフ l ， 先J -iト万え産物の約17 yoが貯

蔵呼吸基貨のプール i乙院かされると希えられ

る。

今， a-b，c 五マれザれ 0.17， 0.35， 0.20と依えす

ると，初期光』令瓜産物昨日及 L、よ1A‘貯蔵物質昨

日及による 14Cの放出Ji..-友 i事③大、?⑤式、にみイ直主

代入し寸，

rp = 0.0142e-0.0437t 

ら =0.00102 (e-0.00642t - e-0.0437t) 

寸n表わす乙ヒができ?これらの式、主積介する

と，

Rp = Jrp dt = 0.3249 ( 1 -e-0.0437 t ) 

Rs= fらdt= 0.02ぉe-0.0437tー0.1589ゲ0.00642t+ 0.136 

となる。 当こマ"問イじ後の 2 日間 (48 時間)の各~4C

方支払室主導出すると Rp ， Rs で守れザれ 0.285， 

0.022イあり，会呼吸(Rp+Rs )中 i三色る Rs の制令

iきス2%マ‘あ 7 rュ。 し t-:..力どっ t， 向イじイ灸 2 日B

J l" 1二放出される14Cの一部川貯蔵物質呼吸に

4史問されることを夫、味するが，しわし， との

童 l吾えさくはなし、のマ‘一般的に同イじ後 2日目
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を琉 j二初期九令威産物呼吸 k 貯蔵、物質日守口及 l之

介 'tマ考 λ るこ k ポ可能である o

すな手J，14C02放 A迷友 !1同作直後の短期間(数

小間)，一時的)乙増大した後? ゑ・江主}こイ色下/.， f::. 

(事 14函)。この初期の14C02放出 i足度 l二づい τi志

上言己の羊手もかモデ}し寸い目安皇負写する乙乞ウぐ寸いき

な L、。 しわし，お守らく， この一時台ヲ右方oc弘
速度の増大 i主九令所産物 μsink へ移行し寸わ

ちロ守口及 i二ょう消賞される kめに生ずる時間的

すいれと覚えられる。ま t-=-， 特に藷1い方矢弘主主笈

とその為速なゐ下友令わら推字，する乞官サ 4

クリ、γ ケな、代議守系ポイ重力レマ L、る可有色 Jt生ポあ~， 

これちわら注する次訴す産物 l喜一旦つ。- )しされ

ヒ後ヲ会うイ色 L、返友寸0・植物体の 7儀及、 i之ヰljmさ

れ寸いるように見，われる。

14
C02波也迷友 ι呼吸能の初対的関候主知る

ヒめに14C02/r比を采め t:..0 もし，危予空間イ、九

ふ戚能ウ"15¥じ‘寸M あるならう 14C02/rt;~の太さい

方村，呼吸中|乙色る初期九会瓜産物呼吸の割

ふが大きいこ乞を九味する

美、考会 1 の生育各時矧においマ， 光令万元能 iこ

11-ほとんどゑ哀がなかヲ k。し七ボフマ?歩色
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上音Pの14c02/r比 i志生青 k 乞も!こ両手フ k ニ乞

わら， この場令生育ヒともに全日守口及 l十に占る

貯蔵、物質昨日反のき1]令ド低下しとヒ大えられる

(第 15図)0 J t~ ， 生長実力~ l<t生育ネ万矧で l志約 50

%で 3 後葉R に l~ 60 '"'"' 70% I乙烏 sフた(諸 13図)。
同比 48時間 Bの14C或存事'1令 l幸生育期間五通し

l 62 .-....， 68 yo マ・あヲ r~(第 15表)こ k わら y 生育前

期!こ貯蔵、物質呼吸の宰11令が静iく，マの後他下

し k ι考えられる。 この予里古 k L- l ， この将、

試稿物 ro- 7"ロース守 T ピネリト守イ平均 P夏、友

約 3 方 Lux ヰ豆友の努光，下 γ‘包有さ t たため，

を育初期 i二貯蔵物質ロヤ吸能付言1~フ T乙乙 ι ポ

ラ考えられる。

一方，支検 1 の暗免予re. k対拐、lt. 1 tじ較す
る k?14C02放出窓友 l志14C02fn1イL後 2 -... 4 日 B

におい寸?時処理 E ず対照、i[の約 2倍程友で

あフ Tニ(第 14 図)。

これらの給来 11¥九ふ杵のた、イじにイ半ない， 員守

歳杓嘆呼吸 (Rs)の割合¥ド増大するニ k をま、吸

するもの γ・， Rs れヰ直ヰ切の生l1~与イ斗}乙支色もされ
マL、るこ kをた、 B木する。

失事会 1 にお L、マ各生育時期の殺の 14C02/r比
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l志会也上野にじLべ‘寸本lk.め寸位い(第 15図)。碕知理

5 時間 B における見上 t~ t 井良部の呼吸笠のI;~

Id: 14 B， 7日， 0 目立 T・2.0，2.4， 4 寸、める方ずー 会~

上部 k 根の 14C02/r凶の bじ同吋れマれ 5.1，16 ') 

50寸"あう初期丸会及、注力t-呼吸基質 ι し T志良に

校給される割谷村極め T イ色<.， 生育ヒともに

弓の傾向れ顕若になるこ之を丸、味する.ふた，

萩の14C02放出窓友 i志16l仏後数時間後に鼠手る

み妻和にあう， このニ~喜，歩也上音Þ --c" D千P及基賃

料不足する ι初期九モト威主物 11根 l三 rd-核給さ

れにくくなるこ ι五充味する。

〉又に初期-1Gモト成産物呼吸 k 1t各イヰ ιの関係

にブレ寸混ぺ~ Q 支考会 3寸、時処理時間五長く

寸るにつれマ 14C放 ih混友 )1他下し(第 20函)， 14c

夜科事I}令!志 DO，D23D4T‘守れ.11"tf¥ 63 ， 80 ， 8 6 ~ 

k藷ld フヒ(第 19ゑ)1) a' t~ ， 主写会 2 l~ 1->' vても

時処理後短期間弘主照射した P0.5 (D 2 ， D 4 1こ

l~ lず相当)1"北の長時間光照射区}工比べ、マ14C死

B-訓令ド員い傾斜にあフ Tこ(弟 18表)0 j t~ ， 14 C 

介区制令 i手間イじ葉(及開葉)および、茎 7‘蕗lくヲ オ殺実叫

未系開莱寸T‘、イ他色 Lい、イ傾頃科 iに二める(悌第 1惜8， 1悶9友)九。 こdれ1 ち

の乙 ιl叫志守時処理後 30か間程友の九処理マ、 l志
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初 1H¥丸谷成長物主利用する kめの糸れ十介 i乙

作勃1.，. Tcf. ~、乙ヒ五丸、ロネする。 っd 1， 初期九

毛ト成友物のイて該守急料、作動するため i二日， める

」事こ量のネ乃業日光』令万父友物五茎筏寸る必奪事どめ

る k 莞えられる。

実験 2 1之おい τ，生毛呼吸む令 l志処理のお

宅五 lJ ヒんど、合 li す‘¥14Cu守b及制令← 100-14C7記

存副会)¥主丸谷万九、の時間い系くなるにつれ寸イ色

下するイ湯旬にあり， 14C口守口及制令の方が生示呼

吸事Ijふより久さわフヒ(気 17表)。乙の場合，生

長呼吸主II令 i喜久旦理煎lの貯蔵物質昨吸能。ぐ処理

後もーた k イ永定し寸? 九令瓜処理 1::ょっ増加

し t~ p守口及左右l~ 呼吸ヒみなし t~ " し kポ-， l， 

明矢B予笠矧間力む短い程~4C 呼吸事11 令村太さいの[1-， 

初掛丸ィト万丈差物力ど維持昨吸 iこう高安されるさII令

ドラいニヒ乏気‘味する。

14，-.." / 
ま l:"，失後 2 におい l ， 1"7 CO2/今比 ¥1九令成

量打処亨笠間マ‘主主うので直持比戟するニと l"dl¥、

さすd い.総、九令戎童 I-a.P3，P6， P12区 γ‘38， 119 
264m9 CH20 /個体(発 17表)であり， これを肴友、に

入れる乞う地上部の14C02/づ比日 P12>P6>P3のJ1良

γ大きい(第 17国)0 っぷり， L-iト成時間 i:J{衣く
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なう初期尤令万潟産物 1)~'蓄殺するにし k ド L、'

B守口及の主体 11初期あモトぷ来物呼吸 k なるュ ι

左美味する。

一方，不良野の14C02/r比 li地上都にじιペマ若

しくイ色く 3 明処理のお管き 11とんど受 '1tl ¥.、

乙乞わら，日告知立に J り会及の呼吸 11主 i二財怠

物質呼吸によフマ jわなわれ，定刻 fl1'の B月処

ヲ!t. l こ J フ寸もふのイ~'-何時 là 之んど‘交イL l なれ

t~ .， なお， キ哀の日守口及有包昨日月えさ予里!こよ う 高ま

う B月処理制問料、長、、程その声)~う殺友 l さ )J\

さつ、フ T乙。 乙の場会の根の呼吸 ld"-貯蔵物質昨

ロ及ド主与本である乙とがら， 日月免きヲ笠 lミょう一角

的 i二本志の貯蔵a物質ロヤ吸が、青IJ ヲ k ι考えられ

るが，札在の知児ず(d=これらの現象 2説明す

る乙 kウぐ寸いきナぜい。

以上の結果 2まとめると.， (1 t貯蔵物質呼吸"
k浮万朗九会嵐広物斤吸川極端私、払寺子イキ i二ょっ

その検能付灸動するニt: ~ (2)長期間の時処理

後，先J令氏五行なわ亡ると(i )初知也会成、産物

の代言射?十、の作曾方!こ火手な初鮒~合、丸、左物の蓄

殺う(ii )維持呼吸の奈の作動(iii)生長呼吸のもの

作動の )II~ '1" ，正常ミの乾物生定位ぶ回復す 3ム
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ヒ(3 )光合成育之のイ色下 lニ ιもないー和への初

期札会瓜産物のの¥富むが著しくイ色下するニ ι，
れ上 q“られる

沢民温度た予史の前零につい寸 iえぺる。生長

初年 l志位す笠三塁L反ド戸1ふるにつれマィ色下するや負

ねにあフ t::..(先 20ネ)0 J t::.. ， 生長女均三子 l志200c ~ 

で主主有 i二つれ寸話1まう 35
0
C ~ -y'、立言につれ

寸他下し， 30 0 C ~で同点挟・開花期で最高\ t な

ん 弓の後イ色下し l:.0 14 C j支存割合¥七生長劾キ

k 向坂なイ噸伺 i乙あ 7 七。一般に?初期光j令A

産物の一軒を呼吸に同レマヲそれわら符られ

るL ネルギー l乙ょう植物体主構成する物質を

令万えする経路l本=ぶ友 i二ょう J友4じする乞 l<¥-.考え

ちれすぎじのでフ単位笠当 J) の初期支』令減産L物

わら植物体を構成するのに零する昨吸基i質量

の割令 l事温友!こよらずーた乞考えられる。 し

hヴごっ寸， もし初鮒主主ト戎産物方どすべマ生長

のために利用されマいるのなら， 14C政存主Ij会

除名産処理にウサ、わリひく生育時期ご乞 j二一

えとなる 11寸、、了、ある o ま r~， 水手品丁、}寄生育方ご

進むにつれ寸炭水化物の合成 4ぐ主体~ IJるk

め，庄長呼吸係数日他下するはず了、ある。し
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小し 14Cj支存制令|幸生?今後期!こ 30Oc ~ -r'‘ i手20

Oc ¥t 1こ比べ‘約 20Yoイ佐く， J t:.. 30 Oc ~寸い i志生育

k ヒもに他下した。つ~ ~ )初期紅会威産物

B守口及 la必ずしも植物体の生長)之のみイ史閉さtY¥

寸じる~ 1幸子艮ちも、い。

MCCree21)l志温1更によっ生長 P守口及骨、数 1志変化し

ないヒ i足べ、寸いるが、 3 ニ1Ktd-安豆哀，f}f司の 3則定じ

よう得られに結来につい寸.tt:べ、 T乙ものイ、あっ3

本支検 1、、も?昆友免疫 2 B Elγ 測定し t::.35 Oc ~ 

の主力然、神奈期(イ1との~ l、、 l志~予宝 8 日目よりう良'1 文)

寸 ld-14C夜存主'¥令が 73%で炭水 4ι 物の乾すれば，2>

に泣いイ直を示し r~ <1 

イ及 1:....生長昨 b及主，}令31>を 0.25と依史し( Rm ( mg 

CH20 19・day)左京めるヒ(第 21表)， R s l~ I;t，ぺ寸変勃

ld )1¥ さ< ，平均し寸 200，300， 35
0 

C区で守れ守、す1

12.5 ，21.6， 29.1寸いあフ T乙.

以上の結果J' ，総、令的に判断する人植物

林の才於能維持のために i事↑こえ寸一定の維持呼

吸を A呆づえ専があっ，マの呼吸基質 1(): 1. J3;余

杵 jこ戸、、じマネ刀其R九合成産物もしく i事貯蔵物質

のレずれわにより核 J絡されれば‘ b らない。日月・

時処理 ιぅ昆友か堤の J待来わらう Rmlこイ史閉する

102 



BすP及の也未を下記のご乞く--m，支イL也永る。

{ 1 )友好守生育条件干:Rp > Rs 

(2)不震なう三官条件下(日射不足，荷造): Rpく Rs

(3 )長期間の不在生育条件?前段物質の不足ば

徒、!Rp > Rs 

以上の角家 l二基プいマ樗挙実兄、埼下 T、の水稿

!こフいマの Rg，Rm， Rp ， Rsの閉偽を模式的 i二第

22 &1 i二ホレ t:.-" 裏方形 i手茎葉， 丸刊誌，毛主才

市の石反線音131さ枯死告予を示す。 弓し l ， nヰロ反基

P 

P 

upw-

骨
nm~
門町

Ra?~'" 

栄養室長弓 出穂・開花期 畳熟期

第 22図 光合成産物の分記，呼吸による放出

U:関する模式図(長方形は茎葉，丸

は穂，長方形の破綾部は枯死部〉
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賛同ネ刀剣九合成涯吻 (Rp) t見守成物質(Rs )ょう

滅、~ ') Rp 1"& RgιRm I乙， Rs la: Rm 1::.佼閉され、3ι

し T乙。

この桟式、図の各時制!こら、ける特移え 11-(1 )栄養

生主刻:危合成ポ Eヱ‘盛iJ.' t~ め Rm l守主に初期光J

令成主 l乙ょうまがも:われ T いる， (2)品然、・開花2

期~を孝弘期:相互11t.蔽ヒ貯蔵物質れ‘蓄積レ T

いる t:...めに Rm1守主 i乙針夜、物質 1-:' ょう 3ゲ写わ

れて いる， (3)淵熱期(特に 7 慢:材攻泰介力ど十介 i乙

秩給され，茎莱の枯死が・比較的少ない場合): 

貯蔵物質ド、欠えし l '"る kめに?ネ刀剣あ令滅

危ヰ句力ご Rml二イ史問されるようになる。

上記の (1)~(3) の状耗、 l志すマ、にニれま γ、試ぺ

k ご、とく環境』条什によフ寸若しく変動する。

弓こで，〉欠 i二寡9夏、条件下で孟及処理主行なフ

マイ号t実験 4 の結来五雨 L、寸官特殊T&}支士克容子

イ牛下 γ、の Rg .， Rm， Rs， Rp の量的関僚を為 23図

に示し r~ 0 t~ 忙し， ニの図で i守&.長日乎R及書官会

iさ0.25包一えであァ t:...t.仮定しう(1 ) 1亭200C 庄の

魚、李.-1-1ぅ(2 )日 35。CE幼枝、神長期， (3) t志350C 区

のをし熟初期 W~直 γ、示し k 。 究 Lh.咋れ m特徴l守

上記の l1) ~ l3 )の杖存在、に対戸、、し寸いる。
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次
)

持熟期出謹・開花

~登熟期

栄養生長期

o 

第 22図の生育各時期におけるRg、
Rm、Rp、Rs およびo.Wの量的
関係の模式図 (Rg:=0.25 と仮定、
各僅は第 20表より算出、(1 )は

2 OQ C区の替、宇期、(2 )は3S0C
区の幼翠伸長期、(3 )は3S0C区
の乳熟初期の寵〉

第23図

関係 i会生

T殺稚に変イじす 3

のRs Rp ， Rm ， Rg .， 

生 育環境 i二よ

く，ニ。乞のたえ上

育時まR， 、，
‘--

の実喜安どをミEし

フ

kが理解さ す^"l 

光モト成能ボイ&i手，乞

ワ〉し，

、、，
、... 
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下するよ") 1主足、 L、環域』争枠下|之干す、い¥. ，貯蔵

物演目守口}主税が若， ~るふとである。 し k力ごフ寸

前蔵物質呼吸 l手あく dで祐、助的な昨日及でめに

乾物生産の理穂‘的可状乾・ l}初期弘モト成危物を

基質 ιする呼吸が主体上な 7 寸いるす号令 ι希

えられる。
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W. 糸詮、 主古

呼吸基質 l;t(q)初期色合成産物と(b )貯蔵物

14 
笈ょ 0成るヒ考えられる o CO 2放弘主経時的

にち間ぺた文房食!こよるヒ同-1~後 2 B E1に(a)ι( b) 

の介。lえがあフ化。ペとで， (a) l尋問-1¥:J後 2B E¥ 

~ ... {'‘ i二呼吸に J り放出される払令が産物， l b) 

i主1L，貯軍えきれ k 後， 同化後 28 13 J以下年に

昨吸 l乙 J り放出される尤モト瓜産物 ι定義しマ

ta)，(b)定基貨とする呼吸を守れ行叫れ初期丸令
ボ産物日手口及 p 貯蔵物質日子ロ及ヒロ宇弓;‘こヒにする。

一方，呼吸 Il機紙切函君、ち生事呼吸ヒ維持ロ手

R及i二イテ 11"1希える乙 k ヴど可曾もマ‘あると拍摘さ

れ寸いる。今こ"l."生長ヒこれらの呼ロ及にの租

互関係主解析する百的寸"水絡を(工)北海ミ丘町水

田寸"標ギ栽培しに場令ヒ(瓦)ふ径の環境』寸H 生脅

さ辻七場令につい寸， (1)九令元首ゑ物の施物体

各部住への弁酉己討よ uご呼吸による放也制令，

( 2 )光会泳、産物の呼吸による放也経逸， (3)呼吸

能守 (4)乾物生産」能うなど'左調査し r~ o 

得られに結果主総、拾的に"Ìlt~ べ、るヒ下言むのご

ヒえ寸"ある。
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工:水田 T、結~裁、売し T乙場令

14 
い)生脊各時期に同イ~ L. t~ '''C02の t¥x.オ蓑期にお

ける14C鈎存割会 l手幼終2河ラポ朗， 町北盛期， tい

懇納に阿必ずると p 可れ号、‘れ約45%y 約60%，

約 85 メィ‘あ~ ，き r~ ，収殺賄の14C線、介乱執令

|主守れ千れの時期 lユfa¥イじすると， )~ヲ 5% ，約

30χ ， 約75X寸帥あう， 向執モトとも，生育とと

もに払 3 づ t-:..." 

( 2 )栄義生事-業R， 生?直生長期 y 登県知の家たあ

令点中に占る初期先J.kト成ゑ物 n~ ~及基質 tRtp> )の

害lJ4トパマホ fれ約34， 24， 8メ T‘あり，貯蔵

物質ロナ吸基質(R(5))の害Ij令は守れ rれ約18，18， 
アメァめァ九。

( 3)以上の点、わら払海道の水箱群嘉で 14y 受

勢:期間中の間イじ産物件能率ょく穂、 l之蓄積レ，

ニの時期の茎葉の uf吸 11守れ以前の同イじ産物

主主!こ基質としマじる可能性が j子、唆された o

づまつ，生育後期の茎葉の維持呼吸 i主貯蔵、物

質ポ主体 γ あフた k フ号えられる。

II: 諸条件の予表現寸叫生肴さ t 七歩号令

( 1 )逸丸・~意処理

-ffi対的に 50urce自色が制限された場合う貯蔵

1 08 



物噴 b:J1I及の宅114トド書I *-る。しわし，茎束中の

貯蔵炭水イじ物ド滅私L. ."1しまフ k 状況」下寸‘¥

さちに source能川、制限されると， l eI )茎集の神示

。ぐ怪盛なが憶で i事初期先J.f.トボ産物nf~及の制令

4ご苦\1~ ， tb)然、の注育ド B壬盛 Î~ 場令に i主主と莱

の貯蔵、炭水化物以タトの模威物質ド介僻され，

維持呼吸に使間するために貯蔵物質呼ロ及のキi

をトド鼠寺る。 7 l う，初知九合成産物呼吸 k

R守j鼠物質nt吸 ld:sourceヒ sinkの相対的な獄友関

係にようえ右され寸い~ $> 

(2)木目立返故処理

別総光』令戒宣中に占る初期あモト瓜産物呼

吸量の割合、 lJ ，相互逸蔽の事響五 IJ乞んど、食

11ず?会 Bチ吸童中 i二占る貯蔵物質ロナ吸の制令

!主，相互選絞殺I更が強まる定歩誉大する.

l b)幼線、伸長知事、ち也穂，・開花期 i二司、 '1"1 

の貯蔵物質寸吸稔 Id-7 -... 11 mg・9-1・day-I '( 25
0 

C) ， 

維持時吸能J I事14---19 mg ・ f・1 ・ day~1 (25 Oc )イ，維持

呼吸能 ω方がえきい。ま t-:..， との時期の総、あ

合成量中に占る初期丸会瓜、産物Bす吸の事司令 i主

24 ----31メ T叫あっ，生五時吸割合 IJ.12 .-... 23 Xマ‘

めりう M者マ、高1く， ~ t::..両希とも生肴ヒとわ
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|二住下 lt-:.. 0 

(C)(b) がう判断ずるヒ初期九令瓜産物~f ロ及

ヒ生長日す吸および、良守 j玄物質昨日及ヒ維持呼吸!主

マオ1マれ必ずし b 一放しない o

( 3 )時処理

( a )問イb L- t~ 14 Cの呼吸による放出速度 l"d暗

免疫!二ょう対照、区の約 2倍になる。

t b)数 B問の時処理のゑ?と』令瓜三行なわせ

ると?尤合成時閣が短い経 y あ合械産物の呼

吸!こよる放出割合〆えきくなる。

lc) 2 --3 Bの時た理の後， 30小間程友の

あ令滅によづ寸 i与F 初期?七イト成産物五生長 i三

込しら i76kめの代言脅すゑ i主ほとん乙u 作物レな

し、 o

( d) 尤令万~鉱の値下あるいは暗処理 i二ょっ

根への初期九ふ万九、産物の校給が落レえ他下レ，

ま七時処理後， 12時間程度の明処理 i二よラ寸

も初期光台戚皮物を根へノ供給する余!ま l~ と μ

ど E復し学力VTLo

(e)以上のけ)，lc)/d)より判断ずる ι7 委文日の

E音匙定後にうb壬ト瓜丞符なわ t るヒ，乾物生産

能の回復は(i )初期光J合威産物の代議11もの持参力

11 0 



じん零な初期色合減産の蓄積， (ii)雑時時ロ及の

朱のイキ曾力， (jjj)生長 nf~及の念のイ乍事./J ， UV)不良ヘ初

期党j合成産物左供給する糸の回復，の )11頁で、行

なわれるとキ5ちたされる 9

(4 )造震免震

(e¥ )イ色造(20
0

C)各件('，.は，総，光合成 iこ対する

貯蔵、物質呼吸の事11令(同，fL後 2 H ~の 14C j実存

主lJ令一生季初手) I主注育時期によらず約10% 

と一定 T‘めフ T乙。

( b)高意 (30"J 35 OC)条件 γ‘は， 貯蔵、業 71<.イじ

物がも分存在する問 i主総九令成 iこ対する貯蔵、

物質呼吸の叡令!本語lく p 究の後貯蔵炭水化物

ヴごう員賞し尽くされるヒ初期あ令成差物呼吸の

割合、ド色まる。

以上の点、守、ら， ( 1 )あの不足，晶君主1J."ど、のふ

狩下 T‘1j.貯蔵物質呼吸の割谷村増えする。 (2)

さらに長期間に表フマ? ヱれらの会イキド続い

た場合に l亭茎支の生育ド継続レ寸いる状態、 T、

l主初期光』令成ゑ物ロす吸割合方ど増犬する。 (3)一

般 t:'，植物体構成方式か主主ト成する代謝走路iま

あ会特ャ丞友条件 I~ よフマ変イじレないと希え

られるのず， (2)の初期光j企庁礼、産物ロチ吸制令の

噌

E
E

--aE 

.••• 



増大|立初期?色合ぶ産物ド維持呼吸 l二使用され

る T乙めヒ考えられる。(4 )一命受に p 生青年~ 1.牛左

支払させマ，貯蔵、物質口千吸五測定し，これを

維持B乎吸ヒみなし寸いる専へ (1}，{ 2 )旬結果によ

ると y 貯蔵物質昨吸 Id:生青条件によフマ変仏

する T乙め? すべ、 T の生育条件左込にしマ糸雀持

呼吸の債を推定するこ t I主困難T‘める。

し i:..iJどヴ寸，えト生肴条件ごとに，14C02左用い

寸刻えした貯蔵物質ロ手吸乏維持呼吸および、初

期九令成産物呼吸を生表寸吸と侠えし，守れ

らの値ぢよ7J.‘守れらのイ頃合J~示すとが、下のジ

ヒく寸H あフ了乙。

( 1 )哀呼 1&生育各件の場令;

生長女力平 i主約60~ ， 生畏~吸割合(向仏後
2 B 自の14C1英科制令) I志約70YOヲ維持呼吸制

令(生長 Bす吸制令一生長初キ) 1主約10%，金

呼吸中 i乙占る維持D1吸の制令!客約 25Xマ‘めフ

七 i 第 20Aえの 20
0

C 区の緒来ょういま t~ ，ニ

れらの佐 l主あ令瓜銘ち寸イト l二イ未寸る余件下な

ら追震のわ響主食げないヒ発える o

( 2)，群弟条件の場合:

加五逸蔽殺1受付号会づまり? あら威令色カミイ色下す

1 1 2 



るにし七が L、?会日乎吸中!二占る維持呼吸 η訓

ー合 1&語1 まる o まt::..， 生殖生長知君、ち登亨義知に

方、け寸?維持呼吸能 i主水田 T、の標準裁、埼余件

下(第 11表)，および‘苅互返級定j主主変え t 水

耕栽培条件下(第 13末)γ 守れザれ5.7~6.1) 3.9 

'"'v 10.7 (25 Oc採算)m9.9-1・day-I-(あう p ま t生長呼吸

制令 !l岡本去に12"-' 34 ~ヲ 23 --?IJ 'yoマ) 生肴ヒ

ともに低下し，をう寺、供給量 tJ¥'今い経私自の値

主ホしと，

l3 )極端にえ、い生育余什下の場令:

時処理 2B自の維持昨日及能 l主幼枚、神長期わ

ら出穂、・開花期!こわ '1( 14 "-' 16 ms・3-1・day-I(250C換

算，第 15ゑ)寸“あ 1， (2)内総持昨吸能 i二凶ぺ t

藷14，14C02放出迭友 i宇対照、区民地べ、寸時処理

区 γ 約 2宿 l二守フ Tニ(渚 14図)。また，貯蔵物

質が、不足するヒ，初期~合万定患物が多量 i二?員

賞され t:.(第 16， 20未)0 
払う毎道 γ、標準栽培した水絡に手J' ¥，、 l，生育

初郊に i主生長タヵキ i主60/0にイ来たれ，生育後期

に l本相互恋蔽経友が進h-光』令万元能ポイ色下する

にも立、ヴ、わらず茎支の維持呼吸は一定 i乙尿七

れる政相がある kめ 7 生長交万三子力てイら下し?乙。

1 1 3 



フ才り，上記(1)，(2)17) ~k 丸寸"私物生産が行なわ

れ tヒ判断される，一方，勅=帯ii'a( ub手室内ta) 

寸"は草型が芝、く，事1造会イ牛マ‘生育するために，

生肴後期 i乙おいマ，生長対等う14CF長為割合、が著
19，45) 

しく値下し p 上記(3)の状九丁、乾物生定ボ

オヲ寺われ Tニヒ判接介される。

1 1 4 



W. 手 系ヲ

昨日及左(e) )基貨の面より初期あ令成産物呼吸

ヒ貯蔵物質呼ロ及， t b)機、能の也ょう生長時吸ヒ

維持時ロ及に介 Itマ芳えるこ1::fJぐ可能寸帆ある。

マニ γ これらの呼吸の関係き知るとめ i二各経

条件下寸いを青させ r~ 7.1<.箱につい寸， [1:守口及部，

乾物治加紘， 紅会トボ産物の外色己・枚也者ち調

査し? 下きもの結来三得 t::....0 

(， )14CO 2放出の経時的変イじよう， 同イじ後 2B 

B までに放弘される呼吸を初期弘会成物ロす吸F

什の後 l二放出iされる時吸ち貯蔵物質呼吸ヒ/l:f

斗、由

( 2)標準栽玲各件下-(、 '14c死存副会ト， 14C義介

自己害IJ合!宇生育ヒとも l二島lまう，がも光」令歳、童!二

占める初期先』令瓜産物呼吸志、よ 1/貯蔵物質呼

吸の割令 1t1-生育ヒヒもに也下レヒ。乙れらの

ニとは，オ仁~益君寺第寸\' tj ， 登梨期間中の門イじ産

物 1亭能寺とよく季実?に蓄積レ p との時期の茎葉 η

呼吸 ¥j-1れ以前の同イじ進物左主に基質ヒレ寸

いる乙 ιを汚ミロ愛する。

(3 )返鬼無理 y 相互込政処理 y 暗鬼援，還を笈

1 1 5 



(翫造)処理によづ寸貯蔵物質呼吸のれ舎が、言1ま

る。さら i乙，貯蔵物質料、欠えレ?茎莱のさli守

方て行なわれ寸いる場令に lヰ，初期光令滅産物

ロサロ及の事j令が語¥~る o

(4 )初期弘合成産物昨日及ヒ生長 ut吸および戸貯

蔵物質呼吸 k 維持呼吸 IJ叶れヂれわもごらず‘し

も一致し刀、い o

( 5 )貯蔵、ヰ勿賢官今吸能(維持寸ロ及能)は生殖生長期

わら登熟期にわけマ， 5.7 ~8.8 mgγ1・dely-l( 25
0

C換

尊)γ あフた。

1 16 
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